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道内景気は、緩やかに回復している。生産活動は持ち直しの動きが続いている。需要面を

みると、個人消費は、大型小売店販売額が前年を上回り、新車販売台数の回復が続くなど、

緩やかに回復している。住宅投資は、持ち直し基調が続いている。設備投資・公共投資は、

持ち直している。輸出は前年を上回っている。観光は、外国人入国者数、来道者数とも好調

を維持している。

雇用情勢は有効求人倍率の改善が続いている。企業倒産は件数が前年を下回った。消費者

物価は、９か月連続で前年を上回っている。

現状判断DI（北海道）
先行き判断DI（北海道）

現状判断DI（全国）
先行き判断DI（全国）
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１．景気の現状判断DI～３か月ぶりに低下

景気ウォッチャー調査
（季節調整値）

（資料：内閣府）
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２．鉱工業生産～４か月ぶりに増加

鉱工業生産・出荷・在庫指数
（季節調整済指数）

（資料：北海道経済産業局）

景気ウォッチャー調査による、９月の景気

の現状判断DI（北海道）は前月を４．０ポイン

ト下回る４７．５となり、３か月ぶりに低下し

た。また、横ばいを示す５０を３か月ぶりに下

回った。

景気の先行き判断DI（北海道）は、前月

を０．４ポイント下回る５１．４となり、横ばいを

示す５０を２か月連続で上回った。

８月の鉱工業生産指数は９７．５（季節調整済

指数、前月比＋２．１％）と４か月ぶりに増加

した。前年比（原指数）では＋３．５％と１０か

月連続の上昇であった。

業種別では、電気機械工業等１１業種が前月

比上昇、一般機械工業等の５業種が前月比低

下となった。

道内経済の動き
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３．百貨店等販売額～３か月連続で増加

百貨店等販売額（前年比）

（資料：北海道経済産業局）

軽乗用車小型車 前年比（右目盛）普通車
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４．乗用車新車登録台数～１３か月連続で増加

乗用車新車登録台数

（資料：�日本自動車販売協会連合会、�全国軽自動車協会連合会）

その他プロサッカー 総来場者（前年比、右目盛）プロ野球
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５．札幌ドーム来場者～２か月ぶりに増加

札幌ドーム 来場者数

（資料：�札幌ドーム）

８月の百貨店・スーパー販売額（全店ベー

ス、前年比＋０．９％）は、３か月連続で前年

を上回った。

百貨店（前年比▲１．１％）は、飲食料品、

その他が前年を上回ったものの、衣料品、身

の回り品は前年を下回った。スーパー（同

＋１．４％）は、飲食料品が前年を上回った。

コンビニエンスストア（前年比▲０．８％）

は、４７か月ぶりに前年を下回った。

８月の乗用車新車登録台数は、１３，２７３台

（前年比＋８．３％）と１３か月連続で前年を上

回った。車種別では普通車（同▲０．３％）が

前年を下回ったが、小型車（同＋１４．１％）と

軽乗用車（同＋１１．１％）が前年を上回った。

１～８月累計では、１３０，６７９台（前年比

＋９．６％）と前年を上回っている。普通車

（同＋５．３％）、小型車（同＋１４．３％）、軽乗用

車（同＋９．１％）といずれも前年を上回って

いる。

８月の札幌ドームへの来場者数は、４４２千

人（前年比＋３２．４％）と２か月ぶりに前年を

上回った。内訳は、プロ野球が２７４千人

（同＋１．２％）、プロサッカーが３７千人（同

▲２２．５％）、その他が１３１千人（同＋７３８．７％）

だった。

１試合あたりの来場者数は、プロ野球が

３４，２３８人（同＋１３．８％）、プロサッカーが

１８，４５６人（同＋１６．２％）だった。

道内経済の動き
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持家 貸家 給与 前年比（右目盛）分譲
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６．住宅投資～２か月ぶりに減少

住宅着工戸数

（資料：国土交通省）

%千㎡

製造業 非製造業

-100

-50

0

200

150

100

50

0

50

100

150

300

250

200

876543229/1121110928/8

前年比（右目盛）

７．建築物着工床面積～２か月連続で増加

民間非居住用建築物（着工床面積）

（資料：国土交通省）
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８．公共投資～２か月連続で増加

公共工事請負金額

（資料：北海道建設業信用保証�ほか２社）

８月の住宅着工数は、３，３０５戸（前年比

▲１５．９％）と２か月ぶりに前年を下回った。

利用関係別では、持家（同▲３．４％）、貸家

（同▲２５．０％）、給与（同▲４７．９％）、分譲

（同＋１０．８％）と分譲のみが増加した。

１～８月累計では、２４，０７８戸（前年比

＋２．９％）と前年を上回っている。利用関係

別では、持家（同＋０．７％）、貸家（同＋１．７％）、

給与（同＋２４．３％）、分譲（同＋１４．２％）と

全項目で増加している。

８月の民間非居住用建築物着工面積は、

２１８，６４６㎡（前年比＋１０．４％）と２か月連続

で前年を上回った。業種別では、製造業（同

＋４０．０％）、非製造業（同＋８．２％）がいずれ

も前年を上回った。

１～８月累計では、１，３３８，７７２㎡（前年比

＋７．７％）と前年を上回っている。業種別で

は、製造業（同▲２０．５％）が前年を下回って

いるが、非製造業（同＋１２．０％）が前年を上

回っている。

９月の公共工事請負金額は、５５９億円（前

年比＋３．５％）と２か月連続で前年を上回っ

た。発注者別では、国（同▲８．４％）、その他

（同▲５４．４％）が前年を下回ったが、独立行

政法人（同＋１１．４％）、北海道（同＋３１．３％）、

市町村（同＋１．１％）、地方公社（同＋５８．６）

が前年を上回った。

道内経済の動き
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航空機 ＪＲ フェリー 前年比（右目盛）
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９．来道者数～８か月連続で増加

来道者数

（資料：�北海道観光振興機構）
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１０．外国人入国者数～１５か月連続で増加

外国人入国者数

（資料：法務省入国管理局）

輸出 輸入 輸出（前年比、右目盛） 輸入（同、同）

億円 ％

80

400

600

800

1,000

1,200 60

-60

200 -40

-20

0

20

40

76543229/1121110928/8

１１．貿易動向～輸出が２か月連続の増加

貿易動向

（資料：函館税関）

８月の国内輸送機関利用による来道者数

は、１，５２１千人（前年比３．０％）と８か月連続

で前年を上回った。輸送機関別では、JR

（同▲２２．１％）が前年を下回ったが、航空機

（同＋５．７％）とフェリー（同＋７．７％）が前

年を上回った。

１～８月累計では、９，１０２千人と前年を

２．８％上回っている。

８月の道内空港・港湾への外国人入国者数

は、１６１，６８９人（前年比＋３２．８％）と１５か月

連続で前年を上回った。１～８月累計では、

１，０８０，８４６人（同＋２０．７％）と前年を上回っ

ている。

空港・港湾別では、新千歳空港が１４２，９１４

人（前年比＋３６．９％）、函館空港が９，４６９人

（同＋１５．０％）、旭川空港が６，９４７人（同

▲２３．４％）だった。

８月の貿易額は、輸出が前年比２９．９％増の

３４１億円、輸入が同３３．６％増の９３６億円だっ

た。

輸出は、船舶・鉄鋼・石油製品などが増加

した。

輸入は、一般機械、石炭、石油製品などが

増加した。

輸出は、１～８月累計では２，６２０億円（前

年比＋５．５％）と前年を上回っている。

道内経済の動き
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有効求人倍率 新規求人数（右目盛）
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１２．雇用情勢～改善が進んでいる

有効求人倍率（常用）、新規求人数（前年比）

（資料：北海道労働局）
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１３．倒産動向～件数は３か月連続で前年を下回る

企業倒産（負債総額１千万円以上）

（資料：�東京商工リサーチ）
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平成27年
＝100.0

１４．消費者物価指数～９か月連続で前年を上回る

消費者物価指数

（資料：総務省、北海道）

８月の有効求人倍率（パートを含む常用）

は、１．１０倍（前年比＋０．０３ポイント）と９１か

月連続で前年を上回った。

新規求人数は、前年比＋１．８％上昇し２か

月ぶりに前年を上回った。業種別では、医

療・福祉（同＋１５．４％）、運輸業・郵便業

（同＋１９．４％）などが前年を上回ったが、製

造業（同▲１１．２％）、卸売業・小売業（同

▲５．１％）などが減少した。

９月の企業倒産は、件数が２０件（前年比

▲９．１％）、負債総額が５６億円（同＋６６．０％）

だった。件数は３か月連続で前年を下回っ

た。負債総額は２か月ぶりに前年を上回っ

た。

業種別では、建設業、製造業、卸売業、

サービス・他が各４件などとなった。

８月の消費者物価指数（生鮮食品を除く総

合指数）は、１００．６（前月比＋０．２％）と２か

月ぶりに上昇した。前年比は＋１．３％と、９

か月連続で前年を上回った。

生活関連重要商品等の価格について、８月

の動向をみると、食料品・日用雑貨等の価格

は概ね安定して推移している。石油製品の価

格も、概ね安定して推移している。

道内経済の動き
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＜図表1＞業況の推移
売上DI 利益DI全産業
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１．平成２９年７～９月期 実績

前期に比べ、売上DI（＋１）は２ポ
イント、利益DI（△７）は３ポイント
低下。業況は横這い圏ながらも売上DI
は２期連続プラス水準となった。製造業
は、総じて弱含みの動きとなった。非製
造業は、ホテル・旅館業の売上DIが改
善したが、他業種はほぼ横這いで推移し

た。人手不足が業況の重荷になっている
との声が多く聞かれた。

２．平成２９年１０～１２月期 見通し

売上DI（△１）は２ポイント低下、
利益DI（△６）は１ポイント上昇。製
造業は持ち直すものの、総体では足踏み
の見通し。

項 目
２６年
７～９１０～１２

２７年
１～３４～６７～９１０～１２

２８年
１～３４～６７～９１０～１２

２９年
１～３４～６７～９１０～１２

見通し

売上DI △１１ △１４ △２３ △９ △９ △９ △１９ △９ △７ △４ △５ ３ １ △１
利益DI △１７ △２１ △１９ △８ △１０ △７ △１２ △６ △５ △７ △９ △４ △７ △６

定例調査
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＜図表２－１＞業種別の要点

要 点
（平成２９年７～９月期実績）

２８年
１０～１２

２９年
１～３

２９年
４～６

２９年
７～９

２９年
１０～１２

実績 実績 実績 実績 前回
見通し 見通し

全産業 製造業、非製造業とも業況は横這
い圏。

売上ＤＩ △４ △５ ３ １ ３ △１
利益ＤＩ △７ △９ △４ △７ △３ △６

製造業 食料品製造業は持ち直しの動き。木材
・木製品、鉄鋼・機械・金属は足踏み。

売上ＤＩ △３ △１６ △１ △４ １ △１
利益ＤＩ △１０ △１８ △６ △１２ △５ △６

食料品 食品製造業は持ち直しの一方、水
産加工業の業況は低調。

売上ＤＩ ５ △１９ △２８ △１０ △６ ７
利益ＤＩ △５ △１６ △３２ △１７ △９ ５

木材・木製品 製材業、木製品とも足踏み。
売上ＤＩ ０ △１６ １０ △１１ ０ ０
利益ＤＩ △１７ △２１ １５ △１１ △１０ △６

鉄鋼・金属製品・
機械

金属製品・機械は横這い推移も、
鉄鋼業の業況が後退。

売上ＤＩ △１１ △２３ ６ △６ ６ △９
利益ＤＩ △９ △２０ ０ △１４ ３ △１７

非製造業 ホテル・旅館業は好調さ持続。建
設業に一服感も堅調続く。

売上ＤＩ △５ △１ ４ ３ ４ △１
利益ＤＩ △５ △６ △４ △６ △３ △６

建設業 人手不足が受注の重荷となり、民
間工事、公共工事に一服感。

売上ＤＩ △１ △７ ５ １ ６ △７
利益ＤＩ △１２ △４ △４ △６ ２ △１３

卸売業 食品卸は弱い動き。資材卸は堅調
続く。

売上ＤＩ △７ △１２ △５ △８ ０ ６
利益ＤＩ ２ △１０ △８ △６ △５ ６

小売業 燃料店が売上DIを押し上げ。そ
の他小売業は横這いの動き。

売上ＤＩ △３１ △６ ２ ８ ８ ８
利益ＤＩ △２０ △１１ △８ △２ △２ ２

運輸業 貨物運輸は堅調。旅客運輸の一部
に新幹線開業の反動減。

売上ＤＩ △６ １３ ３ △１１ ３ △１５
利益ＤＩ ６ △６ △６ △９ △９ △９

ホテル・旅館業 道南地域に前年の反動減。その他
地域は好調さ続く。

売上ＤＩ △２９ ６ １８ ２７ ０ △９
利益ＤＩ △２０ △６ ２４ １８ ０ ０

＜図表２－２＞地域別業況の推移

２７年
７～９

２７年
１０～１２

２８年
１～３

２８年
４～６

２８年
７～９

２８年
１０～１２

２９年
１～３

２９年
４～６

２９年
７～９

２９年
１０～１２

実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 前回
見通し 見通し

全 道
売上ＤＩ △９ △９ △１９ △９ △７ △４ △５ ３ １ ３ △１
利益ＤＩ △１０ △７ △１２ △６ △５ △７ △９ △４ △７ △３ △６

札 幌 市
売上ＤＩ △４ △５ △２５ △１３ △４ △９ △３ ４ ４ ７ ４
利益ＤＩ △５ △３ △１７ △１１ △１ △９ △９ △１０ △５ ０ △４

道 央
（札幌除く）

売上ＤＩ △４ △１ △８ ０ △９ ６ △２ １３ １０ １０ ２
利益ＤＩ ０ １ ７ ８ ６ △２ △４ ８ △８ △１ △９

道 南
売上ＤＩ △５ △１１ △１７ △３ ０ ６ △１２ △１５ △４３ △２１ △１９
利益ＤＩ △９ △５ △１７ ５ △５ ６ △２７ △２１ △４６ △２８ △２８

道 北
売上ＤＩ △２６ △２５ △２４ △１３ △１３ △５ △９ △７ ４ ７ △２
利益ＤＩ △２５ △１６ △１７ △７ △２０ △１０ △７ ０ ４ ５ ２

道 東
売上ＤＩ △１６ △１８ △１８ △９ △１２ △９ △４ ８ ３ △８ △６
利益ＤＩ △２５ △１８ △１７ △１６ △１７ △９ △８ ０ ０ △８ △４

定例調査
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＜図表3＞業況の推移（業種別）
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＜図表5＞利　益 

＜図表4＞売　上 
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＜図表6＞資金繰り 
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＜図表7＞短期借入金の難易感 
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＜図表9＞設備投資 

＜図表8＞在　庫 
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＜図表10＞資金需要見通しの前年比較（運転資金） 
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＜図表11＞資金需要見通しの前年比較（設備資金） 
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＜図表１２＞当面する問題点（上位項目）の要点

項目 前期比 要 点

�人手不足（６１％） ＋１ ホテル・旅館業（９１％）、運輸業（７９％）、建設業（７８％）など６業種
で５０％超える。

�諸経費の増加（３４％） ＋３ 製造業（３６％）が前期比１３ポイント上昇。

�人件費増加（３３％） ＋３ 建設業、運輸業以外の６業種で前期比上昇。

�原材料価格上昇（３１％） △５ 卸売業以外低下。

�売上不振（２８％） △１ 木材・木製品、鉄鋼・機械・金属以外低下。

�過当競争（２７％） △１ 卸売業（３５％）で２位、小売業（４９％）で２位、建設業（３２％）で３
位。

＜図表１３＞当面する問題点（上位項目）の推移

（複数回答）
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調査の目的と対象：アンケート方式による道内企業の経営動向把握。
調査方法：調査票を配布し、郵送または電子メールにより回収。
調査内容：第６６回定例調査（２９年７～９月期実績、２９年１０～１２月期見通し）
回答期間：平成２９年８月中旬～９月上旬
本文中の略称
� 増加（好転）企業：前年同期に比べ良いとみる企業
� 不変企業：前年同期に比べ変わらないとみる企業
� 減少（悪化）企業：前年同期に比べ悪いとみる企業
� ＤＩ：「増加企業の割合」－「減少企業の割合」
� ｎ（number）＝有効回答数

（項 目） 全産業 製造業 非製造業食料品 木材・木製品

鉄鋼・金
属製品・
機械

その他の
製造業 建設業 卸売業 小売業 運輸業 ホテル・旅館業

その他の
非製造業

�人手不足
① ① ② ① ① ① ① ① ① ① ① ①
６１ ５０ ５２ ３３ ５６ ４７ ６５ ７８ ４０ ５３ ７９ ９１ ６６
（６０）（５２）（５３）（４５）（５４）（５３）（６２）（８０）（３３）（５７）（７２）（６９）（６４）

�諸経費の増加
② ③ ② ③ ② ② ② ③
３４ ３６ ４３ ４４ ３１ ２４ ３３ ３６ ２９ ３１ ５６ ３２ ２３
（３１）（２３）（３２）（１５）（２３）（１３）（３３）（３１）（３８）（４２）（４４）（３１）（１８）

�人件費増加
③ ③ ③ ③ ③ ③ ② ②
３３ ３５ ４８ ２２ ３１ ２９ ３２ ２９ ２５ ４１ ２４ ４１ ３６
（３０）（２９）（４４）（１５）（２３）（２７）（３１）（３６）（２３）（２５）（３１）（３１）（３６）

�原材料価格上昇
② ① ② ② ③

３１ ４９ ６４ ４４ ４７ １８ ２４ １８ ３２ １８ ３８ ２３ ２１
（３６）（５７）（６５）（６０）（４９）（５３）（２９）（２４）（３０）（２１）（４４）（６３）（２３）

�売上不振
① ① ③ ③

２８ ３５ ２６ ６１ ２８ ４７ ２５ １６ ３３ ３１ １２ ２７ ３２
（２９）（３２）（２７）（４０）（２６）（４７）（２８）（２１）（３３）（３６）（１６）（３１）（２９）

�過当競争
③ ② ②

２７ １８ １７ ２８ １４ １８ ３１ ３２ ３５ ４９ １８ １４ ２１
（２８）（１７）（１５）（１０）（２０）（２７）（３２）（３２）（４０）（４５）（１３）（１３）（２７）

�販売価格低下 １１ １１ ５ ２２ ８ １８ １１ ５ ２１ １６ ６ ５ １３
（１１）（１３）（６）（１５）（９）（３３）（１１）（７）（２０）（１１）（３）（６）（１３）

	設備不足 ６ １２ １０ １７ １１ １２ ５ １ ５ ４ ６ １８ ４
（５）（１２）（１８）（１０）（３）（２０）（３）（－）（－）（２）（９）（１９）（４）


価格引き下げ要請 ５ ４ ７ ６ － － ６ ５ １１ － ３ － ９
（６）（５）（６）（－）（６）（７）（７）（８）（１５）（２）（３）（－）（５）

�資金調達 ５ ４ ５ － ６ － ５ ５ ６ ８ ３ － ４
（５）（４）（３）（５）（６） － （５）（５）（２）（６）（３）（１９）（５）

�代金回収悪化 ２ ２ － － ３ ６ ２ － ６ ２ － － ４
（２）（１）（－）（－）（３）（－）（２）（－）（５）（８）（－）（－）（－）

その他 ３ ４ ７ － ３ ６ ３ １ ６ ２ － ５ ２
（３）（４）（６）（－）（３）（７）（２）（２）（２）（４）（－）（－）（２）

＜図表１４＞当面する問題点（複数回答）
（単位：％）

○内数字は業種内の順位、（ ）内は前回調査

調 査 要 項

企業数 構成比 地 域
全 道 ４３０ １００．０％
札幌市 １７１ ３９．８ 道央は札幌市を除く石狩、後志、

胆振、日高の各地域、空知地域南部道 央 ９６ ２２．３
道 南 ３７ ８．６ 渡島・檜山の各地域
道 北 ５６ １３．０ 上川・留萌・宗谷の各地域、空知地域北部
道 東 ７０ １６．３ 釧路・十勝・根室・オホーツクの各地域

地域別回答企業社数

調査
企業数

回答
企業数 回答率

全 産 業 ７０２ ４３０ ６１．３％
製 造 業 １９７ １１４ ５７．９
食 料 品 ６８ ４２ ６１．８
木 材 ・ 木 製 品 ３３ １８ ５４．５
鉄鋼・金属製品・機械 ６０ ３６ ６０．０
そ の 他 の 製 造 業 ３６ １８ ５０．０
非 製 造 業 ５０５ ３１６ ６２．６
建 設 業 １３８ ８７ ６３．０
卸 売 業 １０５ ６４ ６１．０
小 売 業 ９３ ５０ ５３．８
運 輸 業 ５３ ３５ ６６．０
ホ テ ル ・ 旅 館 業 ３５ ２２ ６２．９
その他の非製造業 ８１ ５８ ７１．６

業種別回答状況
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今回の調査では業況は横這い圏ながらも高水準で推移しました。製造業の一部に弱い動き

がありましたが、非製造業は、ホテル・旅館業は好調を維持し、他業種は横這い圏で推移し

ました。人手不足により、「受注はあるが受けられない」、「不採算部門から撤退する」、「人

件費が増加している」など、受注・コスト面ともに、人手不足が業績の重荷になっている声

が多く聞かれました。人手不足対応が経営の喫緊の課題になっています。以下で、企業から

寄せられた生の声を紹介します。

１．食料品製造業

２．木材・木製品

３．鉄鋼・金属製品・機械

４．その他の製造業

＜水産食料品製造業＞ 売上は新規取引先の

増加により上昇した。原料のイカや鮭の不漁

により、原価が高騰しており商品価格の見直

しが必要である。また、今後は豊漁のイワシ

やサバを原料とする商品の開発販売をしてい

きたい。

＜パン・菓子製造業＞ １０月より運賃が大幅

に値上げとなるため、その対策を検討してい

る。商品価格の見直しか、自社での運送を検

討する。

＜調味料製造業＞ 調味料は売上・利益とも

に順調である。特に利益は原材料の下落によ

り製造原価が減少し上昇している。販売管理

費は予算比前年比とも増加傾向である。

＜製材業、木製品製造業＞ ４月以降は住宅

着工数の減少にともない受注量が対前年比減

少した。下期においては補助金に絡んだ大型

物件の受注が見込めることにより対前年同程

度と見込んでいる。

＜建設用・建築用金属製品製造業＞ 今年は

業界の動きも活発で新規製作受注も、ここ数

年のなかでは一番である。ただし、過去の売

上低迷時、最低限の職員数を維持していたこ

とから、現在の仕事の量に応えられず、残

業、休日出勤、外注によってコスト増加とな

り利益には直結していない。

＜その他金属製品製造業＞ 土木・建築とも

堅調に推移しているが、昨年度の災害復旧工

事が終わってくると土木関連の仕事は減少が

見込まれる。今後は売上に貢献する製品を開

発していかなければならない。

＜自動車・同付属品製造業＞ 生産設備や技

術者不足などにより、引き合いは多いが生産

台数は横這いの状況である。反面、人件費・

諸経費などは増加しており利益は減少する見

込み。生産性向上のため若手社員の多能化を

進め新入社員の早期戦力化を図っていく。

＜窯業・土石製品製造業＞ 売上は昨年から

の復旧工事により増加している。しかし、受

注はあるが昨今の公共工事減少によりスリム

化を図ってきたことから対応できない。ま

た、社員の高齢化も進んでおり、新卒の募集

をするもまったく応募がなく今後が不安であ

る。

経営のポイント

人手不足対応が経営の喫緊の課題
〈企業の生の声〉
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５．建設業

６．卸売業

７．小売業

＜印刷業＞ 中途採用により増員したが、業

績は変わらない。先行投資と考え、今後に期

待したい。

＜一般土木建築工事業＞ 昨年は、台風災害

緊急復旧工事により、結果的には大きな増益

となった。今年度においても本格復旧工事が

見込まれるが同業他社との競争は厳しい状況

であることや、人手不足により人件費増加も

見込まれ利益は減少傾向である。

＜一般土木建築工事業＞ 災害復旧工事、民

間工事共に需要はあるが協力会社含め人手不

足が深刻である。

＜その他の職別工事業＞ 優秀な人材を確保

するには、建設業界の長時間労働、休日の少

なさ等が大きな課題となっている。週休２日

制の導入を実現するためには、生産性の向

上、賃金体系の見直し等に取り組む必要があ

る。当社ではICTの利用を促進するためのシ

ステムの作成に取り組んでおり、重複する情

報整理のためのデータベースを構築し業務の

効率化、サービスの均一化、知識・経験の共

有化を進め生産効率の向上を目指していく。

＜建築工事業＞ ２期連続で増収増益であり

利益は過去最高と順調である。しかし、人材

不足であり一人何役もこなしている状況で組

織的には良い状態ではない。人員を増加した

いが、住宅のマーケットは縮小していくと考

えられ増やせない。

＜農畜産物・水産物卸売業＞ 毛がに、マイ

カ、マダラ、秋鮭など全国的に水揚げ不振の

ため入荷量が減少している。また、すけそう

たらの不漁によりタラコ、明太子などの製品

不足が深刻な状況となっている。

＜建築材料卸売業＞ リフォーム関連は好調

だが新築住宅がかなり苦戦している。秋需に

期待しているが、前半戦のマイナスを挽回す

る動きにはならない見込みである。

＜産業用機械器具卸売業＞ 需要はあるが、

単価が低く抑えられており利益率が全国平均

に比べ低い。

＜化学製品卸売業＞ イカの水揚げ減少によ

る原料不足が深刻化しており、得意先の工場

は稼働が落ち込み、水産加工業者への売上が

年々減少している。また、サンマやサケの不

漁で、サンマの殺菌剤やイクラの調味液など

の売上が減少している。一方で、ホテルや飲

食店向けのアメニティーや業務用洗剤等の売

上は、昨年の新幹線開業効果の反動はあるも

のの比較的順調に推移している。

＜織物・衣服・身の回り品小売業＞ 昨年８

月以降、台風や早めの降雪などがあって業績

が好調だったため、今年は前年を超えていく

のが大変である。１１月まで前年並みを確保で

きれば、その後は伸ばしていけるだろう。人

員不足は続いているが、時給を上げることで

何とか確保できつつある。

経営のポイント

― １６ ―ほくよう調査レポート ２０１７年１１月号
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８．運輸業

９．ホテル・旅館業

１０．その他の非製造業

＜書籍・文房具小売業＞ 事務用品は通販に

シフトしており、店舗、掛売りとも減少して

いる。OA機器に関しては過当競争が激しく

利益確保が難しくなっている。今後は商品単

体の販売ではなくお客様へ問題点に対する改

善点を提案し総合的なお手伝いをしていく提

案型営業が不可欠になる。

＜他に分類されない小売業＞ 最低賃金の引

上げに伴い、人件費の増加が不安である。今

後は生産性を向上させ、少数精鋭で運営をし

ていく。

＜一般貨物自動車運送業＞ 人手不足であ

り、不採算部門の撤退を進めている。

＜一般貨物自動車運送業＞ 道内建築環境の

良化により、建築資材の取扱量が増加してい

る。大手メーカーの見込みでも当面の生産量

は増加傾向が続くとのことである。その中で

収益率の向上が求められるが、取引先との交

渉を粘り強く行い価格改定を行っていく

＜特定貨物自動車運送業＞ 社内体制強化の

ため、人員の配置換えを行っている。また、

冬場の繁忙期に備え、新たに乗務員を雇用し

た。現在は教育中のため人件費が増加してい

るが今後に期待したい。

＜旅館、ホテル＞ インバウンドだけでな

く、国内客の宿泊数も伸びており、単価も上

昇した。売上は今後も堅調な推移が見込まれ

るが、人件費・経費等のコスト増が利益を圧

迫しそうである。

＜旅館、ホテル＞ 札幌の市況は、宿泊を中

心に上昇傾向、しかしながら今後は宿泊施設

の供給過多も予想され油断はできない。

＜土木建築サービス業＞ 近年土木関連業の

人手不足が顕著であり、利益は期待したほど

伸びない。また、今後はロボット技術など新

技術を積極的に活用していく。また、技術を

保有した他社との連携により高付加価値サー

ビス提供による売上利益の確保に努める。

＜一般廃棄物処理業＞ 中国によるナショナ

ルソード２０１７（一部の廃棄物輸入禁止）によ

りプラスチックや金属くずの販路縮小の影響

が今後出てくる。販路の縮小は売却相場にも

影響し、埋め立てや焼却に回すコストもかか

るので昨年から実施している構造改革（恒久

的な経費削減策）を推進継続する。

＜その他の娯楽業＞ 前年に比較し観光客の

入込が減少しているが、前々年に比較すると

大きく増加はしている。現状をしっかり分析

し利益を出せる体質を作り上げる

＜ソフトウエア業＞ 北海道でのIT需要が高

まって行かないと、大手ベンダーを含む道外

からの受注となり、人の流出が止まらない。

ニアショア１案件や道内企業が参画する公共

事業案件が増えると良い。

１当社注記：情報システムやソフトウェアなどの開発業務の一部または全部を、比較的距離の近い遠隔地の事
業所に委託すること。

経営のポイント

― １７ ― ほくよう調査レポート ２０１７年１１月号
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― １８ ―ほくよう調査レポート ２０１７年１１月号

北海道には小型で、応用の利く機械が必要

平成元年に設立。計量・選別・充填・搬送等の機械設備を製作し、道内外の農水産食品加工会社

等へ販売。エレクトロニクス技術とメカニカル技術、さらにコンピュータを融合させた複合技術を

駆使し、企業の生産工程における自動化・省人化ニーズに貢献。今回は、現場とのキャッチボール

から生まれる製品開発や、北海道へのこだわりや思いについて、会長と社長にお伺いしました。

代表取締役会長 窪田 昭治 氏

窪田昭治氏は江別市出身。旭川工業高等専門

学校を卒業後、本州の機械メーカーを経て、

平成元年に株式会社コンテックを設立、代表

取締役に就任。

会社概要
企業名：株式会社コンテック

住所：札幌市白石区川下２１６８‐３２

ＴＥＬ：０１１‐８７５‐５５２２

E-mail：info@contec-do.co.jp

創業：平成元年１１月

事業内容：各種設備の設計、製造、販売
・重量計量設備、組合せ計量設備、計量充填設備
・整列、判別、計数、検査、仕分け装置
・原料供給ライン、搬送ライン、包装ライン

◆平成２６～２９年北洋銀行「ものづくりテクノ

フェア」に出展

◆平成２７年北海道「食品加工機械展示会」に

出展

◆平成２８年度北洋銀行ドリーム基金に採択

―法人設立の経緯や、方針などについてお聞かせ

下さい―

会長：私は学校卒業後、本州の会社で機械の設計

に携わっていましたが、自分で機械設備の設計・

製造を行いたいとの思いで、平成元年に北海道に

戻ってきました。そして、本当に多くの皆様から

物心両面にわたる暖かいご支援・ご協力を頂く中

で、何とか当社を設立することができました。

設立当初は、計量機メーカーからの依頼による

製品づくりが中心でしたが、なかなか思うように

仕事が来なかったり、また、逆に仕事はあるもの

の人手不足で十分にお客様の要望に応えられない

など苦労したときもありました。しかし、お取引

先の皆様のお蔭により、何とか乗り越え、水産関

係での魚の選別機、サケフレークの充填機等の設

計・製造など、少しずつ道内企業の皆様に喜んで

頂ける「ものづくり」を進めてくることができま

した。

長年、仕事をしてきた中で感じることは、当社

で製造する様々な機械設備は、全てが現場の声か

ら生まれたということ。そして、道内では、特に

コンパクトで汎用性の高い機械が求められてお

り、また、それが中小企業の多い北海道の実態に

も合っているということで、私自身も、常にこの

ことを頭において、機械設備の設計・製造に取り

組んでいます。

道内企業訪問

トップに聞く⑥ 株式会社コンテック
代表取締役 会長 窪田 昭治 氏
取締役 社長 太田 徳雄 氏
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道内企業訪問

― １９ ― ほくよう調査レポート ２０１７年１１月号

機械設備の製造は、「効率」から「安全」へ

主力製品の一つ・コンパクトグレーダー

＊パケット部に製品を載せるだけで、重量

を計測しランク選別を行う機械

＊最高能力 １４０個／分

５０アイテムのメモリー可能

＊スピードは７段階に切替可能で、場所を

取らず移動も簡単

―販路等の営業基盤はどのように確立されていっ

たのでしょうか―

会長：私は技術屋なので営業等はあまり得意では

ありませんでしたが、設立当初から現・太田社長

とお付き合いがあり、現場のお客様ニーズを提供

して頂きました。

以来、二人三脚で、現場のニーズを汲み取り、

それを的確に設計・製造に反映させて、お客様の

要望に沿った機械設備を作ろうと心掛けていま

す。

社長：当時の思い出として、お客様の現場に入

り、人の配置、動線、省力化したいことなどを伺

い、現・会長のところへ検討案を持っていくと、

全否定（笑い）の上で、問題点や改善点をアドバ

イスされ、お客様に再提案すると非常に喜ばれた

ことが強く記憶に残っています。

今もそうですが、私も一度現場に入っている以

上は、お客様の立場に立って開発サイドと真剣に

議論します。こうした現場と開発側のキャッチ

ボールがとても大切だと実感しています。また、

機械設備の製造の前には、試作品を作ってお客様

に見てもらっていますが、実際に見て・触れて頂

くと、必ずと言っていいほど予想外の要望が出て

きます。それを乗り越えて、喜ばれる機械設備に

なる訳です。

取締役社長

太田 徳雄 氏（写真・左）

写真・右は、窪田会長

―時代の変化の中で、技術的に大きな転換点を迎

えるような事はありましたか―

会長：技術的なことでは、やはりPL法（製造物

責任法・平成６年）の施行や、異物混入事案の発

生、従業員の安全確保などが話題となった２０年ほ

ど前から、機械設備製造の視点が大きく変わりま

した。

以前は、経済性というか、効率や使い勝手とい

うものが重視されていましたが、PL法の施行等

で、異物混入のリスクがないとか、従業員の皆さ

んが怪我をしないとか、商品や働く方の「安全第

一」が基本的な考え方となりました。

また、安全であるということに加え、「衛生

的」であることや、「メンテナンスのし易さ」と

いうことも大切です。例えば、工具等を一切使わ
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道内企業訪問

― ２０ ―ほくよう調査レポート ２０１７年１１月号

お客様の省力化・省人化の取組みを応援

ないで機器を取り外せ、洗浄できるような構造に

することなどが求められています。

このようなことを背景に、当社ではHACCP対

応や、洗浄・衛生面を考慮した柔軟性のある生産

システムづくりでも、お客様のお手伝いをさせて

頂いています。

コストは変わらず、求められる機能は高くなっ

ていますが、その中で頑張ってきたことが、お客

様からの「信用」、「信頼」に繋がっているのだと

実感しています。

缶詰の充填機

＊一度に４ラインでの缶詰充填が可能

＊最高能力 １６０個／分

―機械設備の販売構成の変化などはありますか、

また、新分野への進出などについては、どのよう

にお考えですか―

社長：販売構成の流れでは、会社設立当初から「水

産物」や「食品加工」がメインとなっています

が、ここ数年は「農産物」の仕事も頂いています。

お蔭様でJA関係の仕事も頂くようになってお

り、製品開発のベースも、「濡れもの」から「土

もの」へと広がりつつあります。

今年の決算見込みでは、「水産物・加工品」と

「農産物」の売上割合は、概ね９対１ですが、今

後は五分五分くらいになると考えています。

会長：農産物設備の設計・製造に当たっては、取

り扱う商品が異なることもあり、従来の「小型・

コンパクト」な設備から、より「大型」なものへ

と、また、機能もより「シンプル」、そして、「安

価」なものへと、求められるニーズも変わりま

す。

当社としては、お客様のこうした新しいニーズ

にしっかりとお応えできるよう、より大型な設備

が製造できる場所を確保するため、来年４月の工

場移転に向けて、現在、準備を進めているところ

です。

農産物の箱詰め・梱包機械の試作品

会長：また、新分野への進出とは言えませんが、

工業試験場とお付き合いをしている中で、「北海

道医療福祉産業研究会」（企業・大学・試験場など

１６団体で構成）に参加をさせて頂いています。

私自身も入院したことがあり、実体験として、

これは患者さんにとって大変、看護師さんにとっ

て大変と思うことがあったので、研究会の場など

を通じて勉強をさせていただき、今後、「医療・

介護分野」などでも、お手伝いが出来れば良いな

と考えています。

―製造業でも人手不足が大きな課題となっていま

すが、御社の状況や、お客様の声は如何でしょう

か―
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道内企業訪問

― ２１ ― ほくよう調査レポート ２０１７年１１月号

技術系の人材流出～若い人は夢を追いかけ

るもの～「面白い」と感じる仕事が必要

社長：当社でも人手不足であり、厳しい環境の中

ですが、若い人については常時募集をしていま

す。一方、最近では水産加工に加え農産加工関連

の仕事もあることから、水産業や農業関係のお仕

事に従事されていた経験者、また、当社は定年制

がないので退職者の方も含めて幅広く採用してい

ます。

新卒者の育成は、とても大切であると考えてお

り、様々な部門を広く経験してもらいます。人間

は勉強をしないと進歩しませんし、自分に合う分

野・部門が見つかると、会社を辞めることなく、

部門移動で働き続けて頂けるという思いもありま

す。また、多様な分野を経験する中で「仕事の応

用力」も身に付くものと考えています。

整理整頓が行き届いた工場内

会長：こうしたことに加え、当社では本当の現場

を知ってもらうため、「モノ」が流れている実際

の現場を見せたり、お客様の意見を伺ったりする

ほか、他社の工場なども見せて頂き、良いところ

は当社でも採用しようと社内で話合いをしていま

す。新人のみならず中堅社員も含めて、職員全員

が成長できるよう、人材育成や働きやすい環境づ

くりに努めています。

社長：お客様からは、「全自動化するのではなく

省人化したい」、「商品アイテムの変更がし易い機

械設備が欲しい」との声を頂いています。

増産や他の仕事のために、省力化・省人化を図

りたいということですので、現場にお邪魔して、

人の配置、生産ラインの流れなどを把握し、コス

ト面も考慮して解決案をご提案させて頂いていま

す。例えば、食品会社等では、「新商品づくり」

に取り組んだり、「介護食」にトライする際、「工

場の規模や従業員数は変えずに、今いる従業員の

シフトで、生産するアイテムの変更・拡大を行い

たい」というニーズを強く感じます。当社も、機

械設備の提案を通じ、お客様の会社のステップ

アップに向けた基盤整備の一助になれれば幸いと

考えています。

―技術系の若者流出などには、どのようにお考え

になっていますか―

社長：社会経験が少なく、就職を目指す学生さん

が、本州の大手企業を希望される気持ちは良く分

かります。やはり、自分の夢を実現したいとか、

大きな会社で活躍したいと思うのは自然の理とも

考えます。

会長：そうですよね。若い人には、一度本州等で

就職をしてもらい、描いていた夢や理想と現実を

体験してもらうことも大切と考えます。

そうした中で、やはり歯車の一つとして働くの

ではなく、「自分でもう少しやりたい」という気

持ちをもって北海道に帰って来て頂ければと思っ

ています。仕事に関しては「これは面白い」と感

じないと続かないし、良い仕事もできないと思っ

ています。

近年は、道内でも６次産業化の動きが活発化し

ており、もう少し時間がかかるかも知れません

が、昔のように原料供給の基地ではなく、関連す

る加工やブランド化などの取組みが広がってきて

います。一生懸命に頑張っているJAさんでは、

農産物に付加価値を付け、更には観光とのタイ
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会社の将来像は、

ニッチでも「No．１」を持つ企業へ

アップなどもやっているケースもあります。例え

ば、十勝の枝豆などは、農家さんも儲かり、JA

さんも大規模な設備投資を行っています。知名度

もアップし、ブランド化されて日本一となってい

ますよね。こうしたところでは、多分、働いてい

る若い人も、仕事が「面白い」と感じているので

はないかと思います。

当社としても、こうした取組みを応援していく

ことが、若者の流出防止につながるものと考えて

います。

―来年は設立から３０周年を迎えますが、会社の将

来像についてお伺いします―

社長：小さな分野で良いので、日本一を持つ企業

を目指していきたいですね。現状でも、サンマの

計数箱詰機やサケフレークの充填機は、生産して

いる地域が狭いこともあり、ほぼ日本一ではない

かと思っています。

この先も、この分野では「当社が、日本一です

よ。」というものを持った企業になっていければ

と考えています。また、今、お客様が一番困って

いる異物混入などの安全・安心の面、例えば、目

視という人手に頼っている部分の省力化など、

「この分野では、どこにも負けないよ。」という強

みを作っていければと考えています。

―アジア等からの外国人観光客の増加や世界での

日本食ブームなどもありますが、海外展開などに

ついては、どのようにお考えですか―

会長：今のところ、道内でやれることがまだ沢山

あるので、海外展開より、北海道に寄り添った形

で仕事をしていきたいと考えています。

北海道の場合、地域産業の基盤となる農業や水

産業が儲かって、関連する企業等が増えていけ

ば、若い人もきちんと暮らせ、自然に人も残って

いくのではないかと思っています。

今後とも、農業や水産業、関連する加工業等の

皆様が元気になってくれるよう、当社としても

しっかりとお手伝いしてまいりたいと考えていま

す。

会長・社長の“二人三脚”は続きます

（田邊 隆久）

主力製品の一つ・サンマカウンター

＊パケット部にサンマを並べるだけで、

尾数を計測し箱に投入する機械

＊最高能力 ３５０尾／分

１２～９９尾まで計数可能
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ポイント：

○成果を向上させていくには、関係の質を向上させていくことが重要

○関係の質を向上させていくには、相互理解と関係構築ができる対話を上手く使う

○成果ある話し合いにするには、「目的」「目標」を明確にすることと、それに沿った「協議

事項」「役割」「ルール」が重要

１．はじめに

最近、まちづくりをはじめとする地域協働や多業種・多職種による連携について、注目される

事例が多く見られるようになりました。「パフォーマンスが高い少数の人がスゴイことをやって、

業績を伸ばしていく」時代から「ふつうの人が集まり、協働し合って、自分ができることを出し

合って、より良い生活を作り出していく」時代へ変化している象徴的な動きではないでしょう

か。今回は、１人ひとりの力を伸ばして、組織の成果につなげていくことが求められる時代背景

と、ファシリテーションという人々の協働作業を促進していく技法をお伝えしていきます。

２．ファシリテーションとは何か

ファシリテーション（facilitation）とは、「簡単にすること」「円滑にすること」と訳されます。

この「しやすくする」イメージが転じて、「促進する」という意味を持つようになり、人物を示

すファシリテーター（facilitator）は「促進者」という意味を持っています。

ここでは人々の活動について考えますので、その場合の様々な活動を容易にできるよう支援

し、うまくことが運ぶように舵取りすることを通して、集団による問題解決、アイデア創造、教

育、学習など、あらゆる知識創造を支援し促進していく働きとしての「ファシリテーション」を

ご紹介していきます。

３．個人中心社会の到来。多様化し、複雑化していく社会

まず、ファシリテーションが注目されるようになってきた時代背景についてご紹介します。日

本をはじめとする先進諸国は、成熟社会を迎え、人々が豊かになり、個性を発揮していくように

なりました。そうなると、社会では多様な価値観が認められることが求められるようになってい

きます。他方で、技術の発展により、情報の伝達と知識化されていくスピードが早まり、何が起

きるか想像を超えてしまって、将来を見通せなくなり、個人の不安が高まってきている現状があ

ります。そのような現状を経済産業省の若手職員がレポートとしてまとめ、『不安な個人、立ち

すくむ国家』とのタイトルで産業構造審議会へ報告したことが話題を呼びました。このレポート

経営のアドバイス

仕事に役立つファシリテーション入門
～１人ひとりの力を伸ばして、組織の成果につなげるには～

シゴトツクル 代表 本宮 大輔
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の中に「液状化する社会」と題し、「『権威への回

帰』と『秩序ある自由』の選択に迫られている」

との論述があります。ここでは、「権威が規律と

して機能していたころは、課題解決は一部の人間

によって行われてきたが、変化が前提となってい

る時代に入ると、個人の判断とリスクテイクに依

存する部分が増大している」と論じています。ま

た、「液状化」と評されるように、繰り返される

企業や業界の再編、リストラやグローバリズムの

進展によって人材の流動化は高まり、多様なキャ

リアパスが生み出されていくことで、各々の個性の広がりが起きています。

ここで論じられているように、個人の不安は社会の不確定さによって増大しています。あわせ

て、組織や権威に対する信頼感も低下し、規律による組織マネジメントは限界を迎えるように

なってきました。

４．組織の成果を向上させるには、関係の質を向上させることが第一歩

前節でも示したように液状化する社会においては、個々の人材を育成するだけでは、組織の成

果には直接的につながっていかない時代が到来しています。しかし、企業活動は様々な役割分担

を行って、１つの目標に向かっていく必要があります。

マサチューセッツ工科大学のダニエル・キム教

授は、組織心理学の立場から、成功の循環モデル

を発見し、「『結果の質』を高めるには、まず『関

係の質』を高めるのが重要」と説いています。従

来型のマネジメントでは、結果を数値で把握し、

それを高めるために、組織のメンバーの「行動の

質」を高めることを求めていました。しかしなが

ら、多くの人は「行動を高めろ」と言われると、

やらされ感に陥り、受け身の行動になり、自分か

ら一歩踏み込んだアクションは出にくくなりま

す。その結果、スピード感は低下して、機会損失を多く生み出し、変化に対して後手に回ってい

きます。

しかし、組織の「関係の質」が高まっていくと、それぞれの価値観や立場、状況などを踏まえ

た意見や情報のやり取りがされやすくなります。その過程で、共に考え、触発されることで「思

考の質」が高まり、考えたことが行動に移しやすくなることで「行動の質」につながり、その行

動が「結果の質」につながるという好循環が生まれていきます。このように、社員のみなさんが

主体性を発揮し、思考力を高めて、創造的な企業活動を行うためには、会社のメンバーが平等で

オープンな関係を構築し、安心して話せる場づくりを行って、お互いを尊重し合い、信頼を持っ

て、つながりを感じ、助け合うことができる関係を作り出していくことが重要なのです。
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このようにファシリテーションという人々の活動を促進していく技法が、組織の活性化と成果

に貢献できる場面は数多くあると言えるでしょう。次節では、話し合いのやり方を変えていくこ

とによって、「関係の質」を変えていく方法についてご紹介していきます。

５．話し合いのやり方を意識することで、関係の質を変えていく

私たちは、ビジネスの現場や普段の生活の中で、人々と関わり合いながら物事を進めていくた

めに、様々な話し合いをしています。伊藤史紀氏のブログを参考にすると、話し合いは、以下の

ように分けることができるのではないでしょうか。

� 会話：自分の気持ちや考えを率直に話せる関係をつくる

� 対話：目的・意味・価値を明らかにし、深いところでつながりを見出す

� 議論：参加者全員が意見を出し合い、意思決定する

� 討議：対立軸を明確にし、お互いの意見をぶつけ合いながら意思決定する

これらは、図のように「関係構築」なのか「意

思決定」なのかという「話し合いのゴール（目

標）」の軸と、「相互理解」をするのか、「自己開

示や主張を言い合う」のかという「話し合いの趣

旨（目的）」の軸に分けられます。つまり、私た

ちは話し合いの目的や目標に応じて、話し合いの

在り方を変化させる必要があるのです。

みなさまが活躍されているビジネスの現場で

は、議論や討論が中心に行われていると思いま

す。それは、共通概念を多く共有し、言葉の意味

が共有できていて、価値観についてもズレがないからこそ実現できるものです。しかし、先述し

たように組織のメンバーが多様化し、流動化している現代のコミュニティにおいては、相互理解

を深めて、一体感を持ち、言葉の意味や前提を共有することが重要になってきました。近年で

は、企業内で「気楽に真面目な話をする」ことを趣旨としたオフサイトミーティングが催される

事例に代表されるように、対話を重んじた話し合いの場が多く持たれるようになっています。そ

れだけ様々な現場で前提を共有し、お互いの持っている言葉の意味をすり合わせていく取り組み

を重要視して、メンバー同士の関係の質を向上させることに投資をする組織が増えてきています。

６．ファシリテーションのはじめの一歩：基本設計OARRを作っていく

ここからは、ファシリテーションの具体的な技法についてお話していきます。話し合いの基本

設計として用いられる「OARR（オール）」というものがあります。これは、図のように「目標

（Outcome）」「協議事項（Agenda）」「役割（Role）」「ルール（Rule）」の頭文字を取っています。こ

の「OARR」を、会議などの話し合いに事前に決めておいたり、開始するときの冒頭に確認した

りします。
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まず、O：Outcomeですが、「目標」、つまり「この話し合いが終わったときの状態」を決めま

す。私がファシリテーターを担う場合は、「話し合いをすることになった経緯」を確認した後

に、「このメンバーが集い、話し合いをする目的（Object）」と、「この話し合いをすることに

よって、求められる成果（Output）」も合わせて確認させていただきます。つまり、「自分たち

は、なぜ集められ、どんなことを期待されているのか」という参集した目的を明らかにし、「我

が社の抱えている課題が３０項目上がっている」という目に見える成果のイメージを描き、「リー

ダーの思いを聞いて、やる気にみなぎっている」というような気持ちの状態についてもゴールイ

メージを共有します。まとまらなかったり、参加者が意味を感じられなかったりする話し合い

は、この３つの「O」が定まっていないことが多くあります。

つぎにA：Agenda（アジェンダ）です。「協議

事項、指針、予定」と訳されます。会議の場面で

は、議案書として作成します。しかし、その書き

ぶりは、話し合いの目的によって大きく変わって

きます。議案書の例として挙げているものは、こ

れまでの経緯と出したい結論が明確なものを挙げ

ています。ですので、メンバーお互いの現状認識

をすり合わせたいときには、「いまの○○事業に

ついて感じていること・気になっていること」な

ど大きなテーマを設定して、自由闊達に意見やコ

メントを出し合って、そのように感じるようになったキッカケを語り合い、語られた出来事に意

味を付けていく対話を行うことで、メンバー同士の関係を深め、現状認識を多角的に行っていき

ます。

そして１つ目のR：Role（役割）です。議案書の例にも書いてありますが、進行役（ファシリ

テーター）、板書係（グラフィッカー）、議事録係（ノートテイカー）を配置します。これらは、

参加人数が少ない場合は兼務することがありますが、多くの意見が出ることが想定されるときに

は、別々にします。

進行役は、議事進行をするだけでなく、多様な意見を引き出すために参加者に水を向けたり、

少人数での会話を挟んだりとメリハリを付けていきます。

板書係は、話し合いの中で出された意見をホワイトボードなどに逐次書き出し、「話し合いの

“見える化”」をしていきます。参加者は板書を見ていることで、どんな意見が出ているのかを確

認しながら、話し合いを進める事ができるようになるので、論点が明確になり、また抜けや漏れ

も発見しやすくなります。

議事録係は、議案書を基に話し合いでの結論や記録すべき意見について記入していきます。設

備が整っていれば、板書の他に、議事録係のパソコン画面をプロジェクターに投影して行いま

す。板書は今行われている話し合いについて参加者が共有するためのものですが、議事録は今後

のために残すべき記録ですので、それぞれに共有することが必要です。会議を進めながら議事録

を確認できれば、後になって記載内容についての認識のズレが見つかることも防げますし、書き

起こし作業も同時並行で行うことができますので、効率的です。プロジェクターが用意できない
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場合でも、議事録係は話し合いの終了時や結論が

出たときに議事録への記載内容を参加者に確認を

します。認識のズレを発見するだけでなく、話し

合いによって得た成果を感じ、手応えを得て、参

加者意識を醸成する効果も期待できます。

「役割」の中には、メンバー構成も含まれま

す。話し合いの中に話題の当事者や詳しい人がい

ないと、決めたことも現実的ではなくなってしま

います。その意味でも、話し合いの目的や内容

と、メンバーの整合性が取れているかについても

配慮が必要です。

最後に２つ目のR：Rule（ルール、決まり事）です。この話し合いの場における参加者一人ひ

とりの在り方についての規範を設けますが、この規範は「グランドルール」とも呼ばれていま

す。自由闊達な意見を求めるためには「肯定的な受け答え」や、「発言機会を均等に」すること

によって、否定されず、自分自身の存在意義を感じられるような場づくりをしていきます。ま

た、話し合いの目的に沿って、目標を実現するために適切なルールを考えていく必要があります。

＜＜株式会社〇〇〇〇 △△支店 月例会議 議案書（例）＞＞
日 時：２０１７年７月１日�９：３０～１１：３０
場 所：△△支店 会議室２
出席者：田中、鈴木、加藤、佐藤、高橋、小川、伊藤、渡辺
役 割：（進行）田中 （板書）伊藤 （議事録）加藤

～ 議 題 ～
� オンライン会議システムの導入トライアルの参加を検討する［説明：鈴木、検討（１５分）］
� 業務マニュアル改定の進め方について確認する［説明：渡辺、確認（１０分）］
� ・・・・・・

～ 議事内容 ～
� オンライン会議システムの導入トライアルの参加について検討する［説明：鈴木、検討（１５分）］
【経緯】

・無料で使用できるオンライン会議システムの利用頻度が増加しており、セキュリティの面からも組織とし
て整備を求める声も出ていることから、今年度システム選定について予算化された。
・この度、本社システム部 亀井さんより、各支店長へ「導入トライアルを行う支店を募集したい」と呼び
かけがあった。→ 参加する場合は、支店の管理者を選ぶことが必要。

【今後のスケジュール】
６～７月：拠点への試行運用参加呼びかけ
７月中 ：オンライン会議システム業者との契約、試行運用開始
９月 ：利用状況確認、要望調査
１０月 ：状況の評価（回線数確認し、年明けに契約）

【検討事項】
・試行運用に参加するか否か？

－参加するメリットとデメリット双方を洗い出す。
－メリットとデメリットを勘案して、参加の可否を決定する。

・参加する場合、拠点管理者を誰にするか？
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７．まとめとして

今回は個々人の状況変化によって、組織マネジメントの在り方が変化し、それによってファシ

リテーションが注目を集めるに至った流れについてお伝えした上で、協働活動を支える技法とし

てのファシリテーションの中でも、話し合いを行っていく上での基本である「OARR」をご紹介

しました。ここでは、その一端をご紹介するのみになってしまいましたが、ファシリテーション

は、ビジネスだけでなく、まちづくり、NPO、教育、環境、医療、福祉など多彩な分野で活用さ

れています。

私が長年参画していますNPO法人日本ファシリテーション協会は、ファシリテーションの普及

を通じて、多様な人々が協働しあう自律分散型社会の発展をめざして活動しています。全国１８箇

所の地域拠点やテーマ別での会員同士の研鑽の他、セミナーの開催、災害復興の現場での支援な

ど様々な領域において活動し、ファシリテーションの進化（深化）を実現しています。札幌で

は、概ね第一土曜日に勉強会（定例会）を実施していますので、ご興味のある方はWEBサイト

よりお問い合せください。

＜執筆者紹介＞

本宮大輔（ファシリテーター／キャリアコンサルタント）

シゴトツクル代表。２００４年から１０年間北海道大学において独立行政法人化に対応する一環として、安全衛生業

務の他、災害対策などに関わり、体制構築に精通する。また、科学技術コミュニケーション活動を通し、大学

内外の連携推進に携わる。２０１５年４月に独立し、企業研修の他、まちづくり、求職者支援などの現場に携わ

り、組織開発とキャリア開発を同時に行うことで業務改革と人材育成を実現している。

札幌市出身。２００２年北大工学部卒。２００４年北大院工学研究科修士課程修了

特定非営利活動法人日本ファシリテーション協会北海道支部長（２０１３年４月～２０１７年３月）

北海道科学大学 非常勤講師／北海道中小企業家同友会 共同求人委員／一般社団法人さっぽろ下町づくり社

理事

＜出典＞

特定非営利活動法人 日本ファシリテーション協会WEBサイト https : //www.faj.or.jp/

「不安な個人、立ちすくむ国家 ～モデル無き時代をどう前向きに生き抜くか～」，産業構造審議会総会 （第２０

回）配布資料（２０１７）

竹内理恵，「組織開発とメンタルヘルスについて―共通項はコミュニケーション―」，富士ゼロックス株式会社

X-Direct（２０１４）

http : //www.fujixerox.co.jp/support/xdirect/mental_health/mh_14031.html

高間邦男，「組織変革プロセスの見える化～生成的変革アプローチで組織を成功の好循環に乗せよう～」，株式

会社ヒューマンバリューWEBサイト（２０１４）

http : //www.humanvalue.co.jp/hv2/insight_report/articles/post_80.html

伊藤史紀，「『話し合いの型』を共有する意義」，いとうふみのりのブログ「不易流行」（２０１６）

http : //if-con.com/blog/2016/04/1308

「オフサイトミーティング」，BizHint HR（２０１７）https : //bizhint.jp/keyword/45283

堀公俊，「ファシリテーション入門」日経文庫（２００４）
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【開会式】 【実際の商品を見て試食して確かめることので
きる展示型の商談会】

１．「インフォメーションバザールin Tokyo２０１７」の概要
北洋銀行は、９月７、８日の２日間、首都圏最大規模となる道産食品の商談会「インフォメー

ションバザールin Tokyo２０１７」を東京の池袋サンシャインシティで開催しました。

この商談会は、当行と帯広信用金庫が主催するもので、全国に向けた販路拡大を希望する食関

連企業・団体と、地域色豊かな美味しい食材・商品を求めるバイヤーとの商談の場を提供するこ

とを目的に開催しております。

今年で東京での開催は１３回目を迎え、道内の食品メーカーなど１５３社・団体が出展し、２日間

で首都圏スーパーや百貨店、飲食店などのバイヤー約４，０００名が来場しました。

また、今年で１０回目となる鹿児島銀行を中心とした「鹿児島アグリ＆フード金融協議会」主催

の「南の逸品商談会」を同時開催し、北と南それぞれが魅力溢れる食材・商品を取り揃え、積極

的にバイヤーに売り込みました。

２．今年の「インフォメーションバザール」の特徴
今年の「インフォメーションバザール」には、大きく２点の特徴があります。

まず１点目は、「地域コーナーの設置」です。北海道の地域を細分化したコーナーを設け、地

域色豊かな展示を行っています。今年は、「青函」、「オホーツク」、「恵みの大地 とかち」、「食

の集積都市 江別」、「いぶり」、「釧路・根室地域」、「大雪山の贈りもの 旭川・美瑛」の７つの

「地域コーナー」を設置しました。また、「地方創生」の実現に向け、今年も多くの自治体が各地

域の魅力ある食材・商品、隠れた逸品を取り揃えて出展しました。

２点目は、「新たな個別商談会の実施」です。インフォメーションバザールの開催に合わせ、

お客さまの販路開拓・拡大等を支援するため個別商談会を開催しております。従来の、首都圏で

インフォメーション

インフォメーションバザールin Tokyo ２０１７開催報告
～首都圏最大の道産食品商談会～

北洋銀行 地域産業支援部
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【「オホーツク」コーナーでは、地ビールや水
産加工品、スイーツなどを出展】

【魅力ある食材・商品、隠れた逸品を積極的に
バイヤーにPR】

【お客さまの国内外への販路開拓・拡大を支援
するため各種個別商談会を開催】

【観光ビジネスマッチングでは、道内観光関連団
体の旅行商品造成や雑誌記事掲載をサポート】

の商流構築を支援する「首都圏バイヤー個別商談会」、業務用食品・素材の販路開拓・拡大、道

産原材料の付加価値向上・利用度向上を推進する「業務用バイヤー個別商談会」、道内観光団体

と首都圏旅行代理店をマッチングする「観光ビジネスマッチング」に加え、今年は新たに「ふる

さと小包個別商談会」、「海外向けWebサービス個別商談会」を開催しました。全国２４，０００の郵便

局で取り扱うふるさと小包カタログ、並びに今後の成長が期待される越境ECサイトへの商品掲

載に向け、活発な商談が行われました。

３．おわりに
北海道は、「食」と「観光」のブランドで優位性を持っておりますが、北海道経済の発展のた

めには、「食関連産業」と「観光産業」の更なる発展が不可欠です。北洋銀行は、「インフォメー

ションバザール」を通して、食関連企業の国内外への販路開拓・拡大や自治体の地方創生の取り

組み等を積極的に支援して参ります。また、お客さまが「インフォメーションバザール」を通じ

て得られた商談機会を確実にビジネスに繋げられるよう、引き続き最大限のサポートをして参り

ます。
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経済コラム 北斗星

新たなステージへの展開を見せる「北極海航路」
昨年１０月号の当コラム欄に、「北極海航路時代への夢を抱いて」という表題の一文を掲載

させて頂いた。その時点では、「我が国における準備にもまだ時間的余裕がある」と書いた

が、その後の１年間で事態はやや予想外の新たな展開を見せている。

先ず、年明け以降、各種セミナーが相次いで開催された。すなわち２月１３日には、北海道

庁主催の「北極海航路調査研究会」が、次いで６月５日には、北海道経済同友会および苫小

牧商工会議所共催の「北極海航路セミナーin苫小牧」（商船三井を招聴）が開催された。さら

に７月２４日に開催された北極域研究協同推進拠点（北海道大学、国立極地研究所、海洋研究

開発機構によるネットワーク型研究機関）主催の「北極域オープンセミナー」には、出光興

産株式会社、日揮株式会社のほか、中国の海運トップである中国遠洋海運集団有限公司グ

ループのCOSCO社の北極海航路担当幹部が参加したのが注目される。COSCO社は、実際に

北極海航路の試験運行に乗り出している企業であり、会議の翌７月２５日には、会議に参加し

たCOSCO社幹部が、苫小牧港を見学した。同社幹部は、「苫小牧港は非常に良く整備されて

いる」「欧州向け貨物があれば、来年からでも寄港したい」との感想を述べたと伝えられた

（７月２６日付北海道新聞）。

極め付きは、去る９月２１日に、COSCO社の北極海貨物船「テンルー」（３万６千トン）が

苫小牧に寄港し、道内初の欧州からのばら積み貨物を荷揚げしたことである。輸送品は公表

されていないが、新聞報道によればビートパルプなど家畜飼料と言われている（９月２２日付

北海道新聞）。

このように北極海航路への北海道における関心が急速に高まってきていることに加え、実

際に北極海航路に就航している貨物船が、苫小牧港に入港、荷揚げを行った意義は極めて大

きなものがある。ややオーバーに言えば、本年は北海道にとって北極海経由の物流の糸口が

開かれた記念の年になるということだ。前述のとおりCOSCO社幹部は「貨物があれば苫小

牧への寄港は可能」としており、欧州相手の貨物（輸出入）を如何に苫小牧に集積させるこ

とが出来るかという実務の世界へと事態は動き出したのである。既に道内企業（株式会社セ

コマ、西山製麺株式会社等）に動意がみられるほか、今後は欧州と輸出入取引のある我が国

企業に対し、北極海航路を利用した貨物輸送の可能性を早急かつ積極的にPRしていく必要

がある。この点については、北海道内の関係者のみならず、国策と言う意味で政府の協力・

支援を大いに期待したいところである。

さらに、将来、北極海航路における苫小牧港のハブ港化を目指すためには、港湾機能の一

層の拡充が求められよう。荷積み、荷揚げ機能の充実、給油等補給体制（凍結しない特殊燃

料が必要）、貨物の集配に必要な第２次輸送体制、船舶修繕機能等の強化など、今後の課題

は決して少なくない。未来を志向した長期的取り組みには大きな困難が伴う。一番難しい課

題は、プロジェクトを長期にわたって動かしていく意欲と熱意を継続的に保持することであ

る。このことは現在直面する「地方創生プロジェクト」の全てについて言えることであり、

産官学金等全ての関係者が最も留意すべき重要なポイントである。

（平成２９年１０月１０日 北洋銀行会長 横内 龍三）
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【全体概要】
・８月の販売額は、７，５７２万円（前年同月比＋７．１％）、来店客２０８，９３２人（同＋７．３％）、客単価
１，４７７円（同＋０．６％）
・水産加工品は、原料高騰の値上げの波は止まらず、買い渋りに繋がっている状況であるが、鮭
キムチは納品されてすぐ完売する状況が続いており、春以降変わらず好調である。（同＋
０．６％）
・菓子は、夏の手土産、お盆好適品意識の箱菓子が好調であった。（同＋１２．２％）ソフトクリーム
は、１，３５７万円（同＋５．３％）の売上で、８月６日には１日で１，８００本超、１１～１３日には各日
１，５００本超の売上であった。
・部門別では、前記部門のほか畜産加工品（同＋１７．８％）が好調であったが、農産品（同▲
２７．４％）、乳製品（同▲１５．１％）などの部門で前年を下回った。

No. 振興局 品名 単価（円） 数量 金額（円）
１ 石狩 鮭キムチ１５０g ８００ ６７２ ５３７，６００
２ 渡島 いか森っ子めし２P ６０３ ６７２ ４０５，２１６
３ 石狩 たらこ切子 １，０００ ３１４ ３１２，４００
４ 後志 カネキ塩水うに ２，１００ １５６ ２９７，７３０
５ 後志 鮭とば一番干し １，０００ ２９０ ２９０，０００

No. 振興局 品名 単価（円） 数量 金額（円）
１ 空知 特上ラム４００g ９２５ ５９１ ５８０，３６２
２ 空知 長沼ロースジンギスカン ７８０ ２１９ １７０，８２０
３ 十勝 ちほく高原ベーコン １，０００ １６５ １６４，４００
４ 石狩 じゃが豚 ９４８ １７１ １６２，１０８
５ 石狩 農家のベーコン １，３５０ ８２ １０５，８４０

No. 振興局 品名 単価（円） 数量 金額（円）
１ 上川 南富良野バタじゃが５ ５６０ １７３ １０７，２６０
２ 石狩 ハスカップの実 冷凍 ２，０００ ５３ １０６，０００
３ 石狩 わさびの達人 ７１４ １２７ ９０，６７８
４ 石狩 全粒きな粉 １２０ ６１６ ７３，９２０
５ 空知 あまいんです ２５０ ２７３ ６８，２５０

No. 振興局 品名 単価（円） 数量 金額（円）
１ 渡島 トラピストバター １，１４２ １１２ １２７，９０４
２ 胆振 カチョカバロピッコロ ６３０ １９１ １２０，３３０
３ 石狩 ソフトカツゲン １８０ ６３１ １１３，５８０
４ 空知 もっちもチーズ ３４０ ２４３ ８２，６２０
５ 胆振 夢民舎のさけるチーズ ３５０ ２２９ ８０，１５０

No. 振興局 品名 単価（円） 数量 金額（円）
１ 石狩 ポテトチップチョコレートオリジナル ７２０ １，５１３ １，０８９，３６０
２ 十勝 三方六小割メロン ６９４ ９６７ ６７１，０９８
３ 十勝 三方六 プレーン ５８３ ９３９ ５４７，４３７
４ 石狩 Oh焼とうきび ６００ ８３２ ４９９，２００
５ 石狩 ポテトチップチョコレートマイルドビター ７２０ ６８５ ４９３，２００

＜有楽町店＞ 東京都千代田区有楽町２丁目１０－１ 東京交通会館１階
＜資料出典＞ 北海道どさんこプラザ ホームページ

http : //www.dosanko-plaza.jp/support/index.html
＜問い合わせ先＞ 北海道経済部食関連産業室マーケティンググループ TEL：０１１‐２０４‐５７６６

北海道どさんこプラザマーケット情報 有楽町店 【平成２９年８月分】

（１）水産加工品 【１，１８６万円】

（２）畜産加工品 【２８１万円】

（３）農産品 【１７９万円】

（４）乳製品 【２６２万円】

（５）菓子類 【１，９７６万円】

ｏ．２５６（カラー）　ＩＣＳ　１７５線／本文　※柱に注意！　柱「ほくよう」に変更／０３２　　　　　マーケット情報  2017.10.19 17.09.38  Page 32 



年月

鉱工業指数
生産指数 出荷指数 在庫指数

北海道 全国 北海道 全国 北海道 全国
２２年＝１００
季調値

前 期 比
（％）

２２年＝１００
季調値

前 期 比
（％）

２２年＝１００
季調値

前 期 比
（％）

２２年＝１００
季調値

前 期 比
（％）

２２年＝１００
季調値

前 期 比
（％）

２２年＝１００
季調値

前 期 比
（％）

２５年度 １０１．３ １．７ ９８．９ ３．２ １０１．５ １．２ ９８．７ ２．９ ９９．０ △３．７ ９８．９ △１．２
２６年度 ９７．３ △３．９ ９８．４ △０．５ ９６．１ △５．３ ９７．５ △１．２ １０４．０ ５．１ １０４．９ ６．１
２７年度 r ９４．９ △２．５ r ９７．５ ０．９ r ９５．６ △０．５ r ９６．４ △１．１ r１００．７ △３．２ r１０６．１ １．１
２８年度 ９５．０ ０．１ ９８．６ １．１ p９４．２ △１．５ ９７．２ ０．８ ９８．０ △２．７ r１０１．９ △４．０

２８年４～６月 r ９３．７ ０．０ ９６．５ ０．３ r ９２．７ △１．０ ９５．３ ０．５ r１０２．９ △０．１ １１２．４ △１．６
７～９月 r ９５．０ １．４ ９８．０ １．６ r ９４．６ ２．０ ９６．３ １．０ r ９８．６ △４．２ r１０９．９ △２．２
１０～１２月 r ９５．４ ０．４ ９９．８ １．８ r ９４．８ ０．２ ９８．６ ２．４ r ９６．７ △１．９ r１０７．３ △２．４

２９年１～３月 r ９６．０ ０．６ １００．０ ０．２ r ９４．３ △０．５ ９８．５ △０．１ r１００．３ ３．７ r１０９．７ ２．２
４～６月 p９７．７ １．８ １０２．１ ２．１ p９８．６ ４．６ １００．０ １．５ r１００．７ ０．４ １１０．６ ０．８

２８年 ８月 r ９４．３ △１．０ ９８．３ １．３ r ９３．６ △０．６ ９６．２ ０．２ r１００．８ △１．４ １１０．５ ０．０
９月 r ９５．３ １．１ ９８．６ ０．３ r ９５．９ ２．５ ９６．８ ０．６ r ９８．６ △２．２ １０９．９ △０．５
１０月 r ９４．４ △０．９ ９８．９ ０．３ r ９３．９ △２．１ ９７．９ １．１ r ９７．２ △１．４ １０８．５ △１．３
１１月 r ９６．０ １．７ ９９．９ １．０ r ９５．２ １．４ ９８．９ １．０ r ９５．８ △１．４ １０６．６ △１．８
１２月 r ９５．８ △０．２ １００．６ ０．７ r ９５．２ ０．０ ９８．９ ０．０ r ９６．７ ０．９ １０７．３ ０．７

２９年 １月 r ９４．６ △１．３ ９８．５ △２．１ r ９２．９ △２．４ ９７．８ △１．１ r ９９．６ ３．０ １０７．４ ０．１
２月 r ９６．８ ２．３ r１０１．７ ３．２ r ９５．３ ２．６ r ９９．２ １．４ r１００．４ ０．８ r１０８．１ ０．７
３月 ９６．５ △０．３ r ９９．８ △１．９ ９４．７ △０．６ r ９８．４ △０．８ １００．３ △０．１ r１０９．７ １．５
４月 r ９８．５ ２．１ r１０３．８ ４．０ r ９８．７ ４．２ r１０１．１ ２．７ １０１．７ １．４ r１１１．３ １．５
５月 r ９８．１ △０．４ １００．１ △３．６ ９８．９ ０．２ ９８．２ △２．９ １００．５ △１．２ １１１．３ ０．０
６月 ９６．６ △１．５ １０２．３ ２．２ ９８．２ △０．７ １００．７ ２．５ r１００．７ ０．２ １０９．１ △２．０
７月 r ９５．５ △１．１ １０１．５ △０．８ ９６．５ △１．７ １００．０ △０．７ r ９９．２ △１．５ １０７．９ △１．１
８月 p９７．５ ２．１ １０３．５ ２．０ p９６．６ ０．１ １０１．８ １．８ p９９．４ ０．２ １０７．３ △０．６

資料 経済産業省、北海道経済産業局

■鉱工業生産指数の年度は原指数による。
■「p」は速報値、「r」は修正値。

年月

百貨店・スーパー販売額
百貨店・スーパー計 百貨店 スーパー

北海道 全国 北海道 全国 北海道 全国

百万円 前 年 同
月比（％） 億円 前 年 同

月比（％） 百万円 前 年 同
月比（％） 億円 前 年 同

月比（％） 百万円 前 年 同
月比（％） 億円 前 年 同

月比（％）
２５年度 ９７７，３５３ ２．９ ２０１，４３９ ２．４ ２１８，６０１ ３．３ ６８，９３０ ３．７ ７５８，７５２ ２．８ １３２，５０８ １．８
２６年度 ９６７，５６３△１．０ １９９，９５２△０．９ ２０９，５４７ △４．１ ６７，０２１ △２．８ ７５８，０１６ △０．１ １３２，９３１ ０．０
２７年度 ９６１，５５４ ３．３ r １９９，４００ ２．７ ２１０，１９０ ０．３ ６７，９２３ １．３ ７５１，３６５ ４．０ r １３１，４７７ ３．３
２８年度 r ９５３，９０７△０．８ r １９５，２６３△１．１ r ２０２，８５０ △３．５ r ６５，６１０ △３．４ r ７５１，０５８ １．６ r １２９，６５３ ０．０

２８年４～６月 ２２８，３０５ ０．６ r ４７，１２１△０．９ ４６，２９０ △３．６ １５，３２０ △４．５ １８２，０１５ １．７ r ３１，８０１ ０．９
７～９月 ２３３，７５９ １．４ r ４７，４６９△１．６ ５０，４８５ １．９ １５，３７８ △３．７ １８３，２７４ １．２ r ３２，０９１ △０．５
１０～１２月 ２５７，５３８ ０．０ r ５３，１２５△０．７ ５５，１０３ △７．６ １８，６６７ △３．４ ２０２，４３５ ２．２ r ３４，４５９ ０．８

２９年１～３月 r ２３４，３０５△０．２ r ４７，５４８△１．５ r ５０，９７２ △３．９ r １６，２４６ △２．２ r １８３，３３４ ０．９ r ３１，３０２ △１．１
４～６月 r ２２９，５３９ ０．５ r ４７，１５８ ０．１ r ４４，９８８ △２．８ １５，２５８ △０．４ １８４，５５１ １．４ r ３１，９００ ０．３

２８年 ８月 ７８，２６２△１．２ r １５，５４５△３．２ １５，２９０ △３．２ ４，５２９ △６．３ ６２，９７２ △０．６ r １１，０１６ △１．９
９月 ７４，２７９ ３．１ r １４，７１０△２．７ １６，７８８ ７．２ ４，６８４ △５．２ ５７，４９０ １．９ r １０，０２６ △１．４
１０月 ７８，０７４ １．６ r １５，９７０△０．６ １６，１１３ △７．２ ５，２４５ △４．６ ６１，９６２ ４．１ r １０，７２５ １．４
１１月 ７８，４２９ ０．４ １６，４７９△０．１ １６，４７９ △７．４ ５，７９６ △３．３ ６１，９４９ ２．６ １０，６８３ １．８
１２月 １０１，０３５△１．５ ２０，６７６△１．２ ２２，５１１ △７．９ ７，６２５ △２．６ ７８，５２４ ０．５ １３，０５１ △０．４

２９年 １月 ８１，３６１ ０．８ １６，７４３△１．０ １８，０８２ △２．４ ５，７４０ △２．２ ６３，２７９ １．７ １１，００３ △０．４
２月 ７２，５１１△０．５ １４，４９３△２．６ １５，２１９ △３．７ ４，７７４ △２．８ ５７，２９２ ０．３ ９，７１９ △２．６
３月 r ８０，４３３△０．７ r １６，３１２△０．９ r １７，６７１ △５．５ ５，７３２ △１．７ r ６２，７６３ ０．７ １０，５８０ △０．５
４月 r ７６，４７７ １．３ r １５，５８３ ０．８ r １４，７２９ △２．３ r ４，９９５ △０．４ r ６１，７４８ ２．２ r １０，５８８ １．３
５月 ７７，０９３△０．１ １５，８８１△０．６ １５，００５ △３．８ ５，０６９ △１．１ ６２，０８８ ０．９ １０，８１１ △０．４
６月 ７５，９７０ ０．４ r １５，６９４ ０．１ １５，２５５ △２．２ ５，１９４ ０．２ ６０，７１４ １．２ １０，５００ ０．０
７月 ８１，５５９ ０．４ １７，１７９△０．２ １７，３９６ △５．５ ６，０１０ △２．５ ６４，１６２ ２．２ １１，１６９ １．１
８月 p ７８，９７７ ０．９ p １５，６５５ ０．７ p １５，１１５ △１．１ p ４，５５２ ０．５ p ６３，８６２ １．４ p １１，１０３ ０．８

資料 経済産業省、北海道経済産業局

■百貨店・スーパー販売額の前年同月比は全店ベースによる。
■「p」は速報値、「r」は修正値。

主要経済指標（１）

― ３３ ― ほくよう調査レポート ２０１７年１１月号

ｏ．２５６（カラー）　ＩＣＳ　１７５線／本文　※柱に注意！　柱「ほくよう」に変更／０３３～０３７　主要経済指標　※項目増  2017.10.20 15.09.20  Page 33 



年月

専門量販店販売額
家電大型専門店 ドラッグストア ホームセンター

北海道 全国 北海道 全国 北海道 全国

百万円 前 年 同
月比（％） 億円 前 年 同

月比（％） 百万円 前 年 同
月比（％） 億円 前 年 同

月比（％） 百万円 前 年 同
月比（％） 億円 前 年 同

月比（％）
２５年度 － － － － － － － － － － － －
２６年度 １３０，０３９ － ４１，７８１ － ２１０，７３８ － ４９，４２３ － １２８，５２２ － ３２，５１７ －
２７年度 １３６，８１６ ５．２ ４２，２８８ １．２ ２２９，８２０ ９．３ r ５４，７７６ ９．２ １３１，５８９ ２．４ r ３３，１５９ ２．０
２８年度 r １３６，９７８ ０．１ r ４１，９８４△０．７ r ２４２，７１４ ５．６ r ５７，６６５ ５．３ １２９，４９２ △１．６ r ３３，０４０ △０．４

２８年４～６月 ３０，１７６ ３．１ ９，６９７△０．１ ５８，６１２ ９．２ r １４，２９７ ６．８ ３６，６８３ △０．１ r ８，８１７ ０．８
７～９月 ３４，０３１△０．１ １０，７０４ △３．１ ６２，１１１ ５．２ r １４，５１１ ５．７ ３２，５４０ △０．５ r ８，１８５ △１．１
１０～１２月 ３６，０５１△２．５ １０，８８４△０．９ ６０，８５６ ４．１ r １４，７６３ ５．６ ３５，５２４ △３．５ r ８，７９３ △０．５

２９年１～３月 ３６，７２０ ０．６ １０，６９８ １．５ r ６１，１３５ ４．３ r １４，０９４ ３．０ ２４，７４５ △２．３ ７，２４５ △０．７
４～６月 ３１，０２５ ２．８ ９，８０９ １．１ r ６１，７５８ ５．４ r １５，１００ ５．６ ３６，７１９ ０．１ ８，７８５ △０．４

２８年 ８月 １１，５３５△５．４ ３，３８３△１１．１ ２１，３７３ ５．０ r ４，８９３ ４．７ １１，０９９ △１．２ r ２，７８１ △２．８
９月 １０，９１６ ２．２ ３，１１９ ０．３ ２０，０２８ ４．９ r ４，５７３ ５．３ ９，９３０ ０．９ r ２，４６８ △４．３
１０月 １０，９０６ ３．９ ３，１２４ ２．４ ２０，０７８ ４．８ r ４，７９２ ５．３ １１，１９３ △１．７ r ２，７３８ △０．４
１１月 １０，８０７△４．０ ３，２５２△３．１ １９，９７７ ４．１ r ４，６８９ ５．８ １１，１１８ △３．６ r ２，７３７ ０．８
１２月 １４，３３８△５．８ ４，５０７△１．５ ２０，８０１ ３．３ r ５，２８２ ５．７ １３，２１３ △４．８ r ３，３１８ △１．７

２９年 １月 １２，８６９△１．７ ３，７１６△０．６ ２１，７８４ ６．５ ４，７０４ ５．４ ８，５０４ △１．５ ２，４３３ ０．０
２月 ９，７８１△１．２ ２，９６０△１．０ ２０，６０１ ５．０ ４，５３７ １．３ ７，１００ △１．８ ２，１８９ △２．０
３月 １４，０７０ ４．１ ４，０２２ ５．４ r １８，７５０ １．２ r ４，８５３ ２．３ ９，１４１ △３．５ ２，６２３ △０．３
４月 r １０，９２０ ５．７ r ３，３１６ ５．７ r ２０，２９４ ５．６ r ４，９３３ ５．５ r １１，８０９ １．１ r ２，９６２ ０．４
５月 ９，９５２ ０．８ ３，２３６ ０．４ ２０，２００ ６．２ ５，１０４ ５．８ １３，６２５ △２．８ ３，１２５ △０．７
６月 r １０，１５３ １．８ ３，２５７△２．４ r ２１，２６４ ４．４ r ５，０６４ ５．６ １１，２８５ ２．７ ２，６９８ △０．８
７月 １４，１９０ ２２．５ ４，５９５ ９．４ ２２，２２８ ７．３ ５，３５５ ６．１ １２，０２９ ４．５ ２，９１０ △０．９
８月 p １１，０５５△４．２ p ３，５６７ ５．４ p ２２，３２６ ４．５ p ５，１６９ ５．６ p １１，２５０ １．４ p ２，７７５ △０．２

資料 経済産業省、北海道経済産業局

■専門量販店販売額は平成２６年１月から調査を実施。 ■「r」は修正値。

年月

コンビニエンスストア販売額 消費支出（二人以上の世帯） 来道者数 外国人入国者数

北海道 全国 北海道 全国 北海道 北海道

百万円 前 年 同
月比（％） 億円 前 年 同

月比（％） 円 前 年 同
月比（％） 円 前 年 同

月比（％） 千人 前 年 同
月比（％） 千人 前 年 同

月比（％）
２５年度 ５１１，４７２ ２．６ １００，１７８ ５．０ ２５９，００５ △６．３ ２９３，４４８ ２．０ １２，２６８ ４．７ ６８２ ４１．３
２６年度 ５２８，４３４ ３．３ １０５，４４６ ５．３ ２５９，４６９ ０．２ ２８８，１８８ △１．８ １２，３０８ ０．３ ９３０ ３６．３
２７年度 ５４４，９６９ ３．１ １１１，２７９ ５．５ ２５５，０５８ △１．７ ２８５，５８８ △０．９ １２，８２３ ４．２ １，２４３ ３３．６
２８年度 ５６０，６８３ １．９ １１５，１８３ ３．４ ２６０，４０３ ２．１ ２８１，０３８ △１．６ １３，５０１ ５．３ １，３９４ １２．２

２８年４～６月 １３４，７８９ １．１ ２８，２２０ ３．６ ２４７，１９８ △１．４ ２８０，６００ △１．６ ３，２００ ８．８ ２５５ ８．４
７～９月 １４８，９２２ １．４ ３０，２６３ ３．７ ２４３，１０２ △２．３ ２７３，８４１ △２．９ ４，１１１ ５．５ ３６２ １１．５
１０～１２月 １４１，７２３ ２．８ ２９，３００ ３．９ ２８６，５７０ ５．９ ２９０，４３２ △０．３ ３，１８７ ２．６ ３５９ １６．７

２９年１～３月 １２９，６７０ ２．２ ２７，４００ ２．５ ２６４，７４２ ５．９ ２７９，２７８ △１．６ ２，９８８ ３．８ ４１９ １１．５
４～６月 １３８，４２９ ２．７ r ２９，２０９ ３．２ ２５１，６１６ １．８ ２８２，５９６ ０．７ ３，２８８ ２．７ ３２３ ２６．８

２８年 ８月 ５１，４１７ ２．１ １０，２９５ ３．４ ２４１，９９４ １．０ ２７６，３３８ △５．１ １，４７６ ５．１ １２２ ７．２
９月 ４７，０６１ ２．０ ９，５５２ ４．０ ２４４，８７４ △７．２ ２６７，１１９ △２．６ １，３３２ ４．８ ９７ ２０．２
１０月 ４８，２４８ ３．９ ９，８９３ ４．３ ２６６，５９８ ４．０ ２８１，９６１ △０．２ １，２１４ ５．２ １１５ １９．６
１１月 ４４，３５５ １．１ ９，３３２ ３．８ ２８０，６０４ ６．９ ２７０，８４８ △０．９ ９９９ ４．１ ９３ ２０．６
１２月 ４９，１２０ ３．３ １０，０７５ ３．７ ３１２，５０８ ６．７ ３１８，４８８ ０．１ ９７４ △２．０ １５２ １２．４

２９年 １月 ４３，７４５ ２．８ ９，１６０ ３．３ ２７８，４４０ １０．８ ２７９，２４９ △０．６ ９６１ ５．１ １６３ １７．２
２月 ４０，６６９ １．０ ８，５４２ ０．８ ２５１，８２２ ６．６ ２６０，６４４ △３．４ ９４４ １．１ １４８ ４．８
３月 ４５，２５６ ２．７ ９，６９８ ３．２ ２６３，９６４ ０．５ ２９７，９４２ △１．０ １，０８４ ５．０ r １０８ １３．０
４月 r ４４，２５３ ２．６ r ９，５１４ ３．３ ２６２，７２３ ２．６ ２９５，９２９ △０．９ ９４３ ０．８ r ９７ ２９．３
５月 ４７，３９３ ２．４ ９，９６５ ３．６ ２３２，２９２ △４．８ ２８３，０５６ ０．４ １，１５３ ５．０ r １１０ ３１．１
６月 ４６，７８３ ３．１ ９，７３１ ２．９ ２５９，８３４ ７．６ ２６８，８０２ ２．８ １，１９２ ２．１ r １１６ ２１．０
７月 ５２，８２０ ４．７ １０，７６３ ３．１ ２４２，７６２ ０．１ ２７９，１９７ ０．４ １，３０６ ０．２ r １７８ ２４．１
８月 p ５０，９８０△０．８ p １０，５１３ １．９ ２７５，５２０ １３．９ ２８０，３２０ １．４ １，５２１ ３．０ p １６２ ３２．８

資料 経済産業省、北海道経済産業局 総務省、北海道 �北海道観光振興機構 法務省

■コンビニエンスストア販売額の前年同月比は全店
ベースによる。

■年度および四半期の数値は月平均
値。

■「p」は速報値。

主要経済指標（２）

― ３４ ―ほくよう調査レポート ２０１７年１１月号
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年月

新設住宅着工戸数 民間非居住用建築物着工床面積 機械受注実績

北海道 全国 北海道 全国 全国

戸 前 年 同
月比（％） 百 戸 前 年 同

月比（％） 千㎡ 前 年 同
月比（％） 千㎡ 前 年 同

月比（％） 億 円 前 年 同
月比（％）

２５年度 ３４，９６７ △１．６ ９，８７３ １０．６ １，９１０ １６．０ ４７，８５９ ７．４ ９７，０３０ １１．５
２６年度 ３２，２２５ △７．８ ８，８０５ △１０．８ １，７６９ △７．４ ４５，０１３ △５．９ ９７，８０５ ０．８
２７年度 ３４，３２９ ６．５ ９，２０５ ４．６ １，７６２ △０．４ ４４，０９８ △２．０ １０１，８３８ ４．１
２８年度 ３７，５１５ ９．３ ９，７４１ ５．８ １，８０９ ２．７ ４５，２９９ ２．７ １０２，３１５ ０．５

２８年４～６月 １０，７０６ １３．３ ２，４７１ ４．９ ５８０ １５．３ １１，９７６ △０．４ ２３，９１３ △６．５
７～９月 １０，７０７ ４．６ ２，５３１ ７．１ ５８６ △５．８ １１，８１１ ４．１ ２６，１３０ ６．５
１０～１２月 １０，１２６ ９．７ ２，５０７ ７．９ ３９９ １４．７ １０，８０３ ２．７ ２３，７２５ ３．６

２９年１～３月 ５，９７６ １０．４ ２，２３３ ３．２ ２４４ △１５．６ １０，７０８ ４．９ ２８，５４６ △１．０
４～６月 １１，２０２ ４．６ ２，５００ １．２ ６５６ １３．１ １２，３９３ ３．５ ２３，６７３ △１．０

２８年 ８月 ３，９３１ １３．９ ８２２ ２．５ １９８ △１１．７ ４，４５９ ２１．３ ７，３４４ １１．６
９月 ３，４３３ １．３ ８５６ １０．０ ２１２ △２．２ ４，００８ １０．１ １０，９８２ ４．３
１０月 ３，９９５ ２０．６ ８７２ １３．７ ２１０ ２４．６ ３，５１７ △５．６ ７，２６２ △５．６
１１月 ３，４９７ １０．８ ８５１ ６．７ ９７ △２．２ ３，８０２ １４．２ ７，３７８ １０．４
１２月 ２，６３４ △４．５ ７８４ ３．９ ９１ １４．８ ３，４８４ ０．６ ９，０８５ ６．７

２９年 １月 １，５３６ ２９．５ ７６５ １２．８ １０１ ７９．６ ３，６８３ ２０．４ ６，６９８ △８．２
２月 １，８２７ １５．８ ７０９ △２．６ ３７ △４０．２ ３，９０１ ９．７ ７，７７１ ５．６
３月 ２，６１３ △１．４ ７５９ ０．２ １０６ △３７．９ ３，１２３ △１３．０ １４，０７７ △０．７
４月 ４，３４１ ２１．７ ８４０ １．９ １７３ ２６．６ ３，９７５ ２１．２ ７，９２９ ２．７
５月 ３，４４９ △６．４ ７８５ △０．３ ２２９ ２８．０ ４，０３７ △１０．０ ６，７９７ ０．６
６月 ３，４１２ △１．３ ８７５ １．７ ２５５ △４．０ ４，３８１ ４．０ ８，９４７ △５．２
７月 ３，５９５ ７．５ ８３２ △２．３ ２２０ ２５．０ ３，８１７ １４．１ ７，２１７ △７．５
８月 ３，３０５ △１５．９ ８０６ △２．０ ２１９ １０．４ ４，１５０ △６．９ ７，６６６ ４．４

資料 国土交通省 国土交通省 内閣府

■「r」は修正値。 ■船舶・電力を除く民
需（原系列）。

年月

乗用車新車登録台数

北海道 全国
合計 普・小・軽・計普通車 小型車 軽乗用車

台 前年同月比（％） 台 前年同月比（％） 台 前年同月比（％） 台 前年同月比（％） 台 前年同月比（％）
２５年度 １９８，９８１ １２．５ ５５，５４１ １３．０ ６９，６１５ １．６ ７３，８２５ ２４．８ ４，８３６，７４６ ９．０
２６年度 １７９，４０３ △９．８ ５０，９４０ △８．３ ６０，３５９ △１３．３ ６８，１０４ △７．７ ４，４５３，５０９ △７．９
２７年度 １６８，７０８ △６．０ ５５，１６１ ８．３ ５９，３９０ △１．６ ５４，１５７ △２０．５ ４，１１５，４３６ △７．６
２８年度 １７６，０１８ ４．３ ６０，８９９ １０．４ ６２，４７４ ５．２ ５２，６４５ △２．８ ４，２４３，３９３ ３．１

２８年４～６月 ４２，６０２ ０．７ １４，９０２ １８．９ １６，０３０ △３．８ １１，６７０ △１０．９ ８８９，０７９ △２．１
７～９月 ４４，３６４ ２．４ １５，２４７ １１．２ １５，７８３ △３．８ １３，３３４ １．０ １，０２４，４４１ △０．３
１０～１２月 ３７，５３６ ７．１ １２，３７８ １０．８ １３，２８２ １１．４ １１，８７６ △０．５ ９８９，３６２ ５．６

２９年１～３月 ５１，５１６ ７．２ １８，３７２ ３．５ １７，３７９ ２０．７ １５，７６５ △１．０ １，３４０，５１１ ７．８
４～６月 ４９，１９４ １５．５ １６，６０３ １１．４ １８，４５１ １５．１ １４，１４０ ２１．２ １，００６，１２３ １３．２

２８年 ８月 １２，２５３ ９．９ ４，１９６ １９．７ ４，５１２ ９．５ ３，５４５ ０．７ ２７９，３７４ ２．９
９月 １５，７９３ ２．２ ５，６５４ １４．７ ４，７３１ △７．３ ５，４０８ △０．３ ３９６，９０５ △０．７
１０月 １２，４１４ １．１ ４，２４３ １６．２ ４，１５３ △６．３ ４，０１８ △４．３ ３１４，７０５ △０．２
１１月 １３，２７５ １１．４ ４，０９９ １５．２ ４，９７３ １９．３ ４，２０３ ０．２ ３４１，８３３ ８．８
１２月 １１，８４７ ９．４ ４，０３６ １．８ ４，１５６ ２５．１ ３，６５５ ３．２ ３３２，８２４ ８．１

２９年 １月 １２，２８４ ５．１ ４，１９９ △７．３ ４，２４６ ２７．２ ３，８３９ ０．６ ３４３，４２４ ４．４
２月 １４，１５１ ５．８ ４，９７５ ３．３ ４，５３６ １７．９ ４，６４０ △１．５ ４１３，３１６ ８．２
３月 ２５，０８１ ９．０ ９，１９８ ９．５ ８，５９７ １９．２ ７，２８６ △１．５ ５８３，７７１ ９．６
４月 １５，３２６ １２．７ ５，３４０ ２１．８ ５，７１７ ６．０ ４，２６９ １１．９ ２９７，２８４ １０．４
５月 １４，５６９ １８．９ ４，７９８ １３．８ ５，２２６ ２２．９ ４，５４５ ２０．３ ３１２，３９０ １３．４
６月 １９，２９９ １５．１ ６，４６５ ２．６ ７，５０８ １７．６ ５，３２６ ３０．７ ３９６，４４９ １５．１
７月 １６，６９６ ２．３ ５，３３２ △１．２ ６，４５０ △１．４ ４，９１４ １２．２ ３５７，２６７ ２．６
８月 １３，２７３ ８．３ ４，１８４ △０．３ ５，１４９ １４．１ ３，９４０ １１．１ ２９０，８２２ ４．１

資料 �日本自動車販売協会連合会、�全国軽自動車協会連合会

主要経済指標（３）

― ３５ ― ほくよう調査レポート ２０１７年１１月号
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年月

公共工事請負金額 有効求人倍率 新規求人数（常用） 完全失業率（常用）
北海道 全国 北海道 全国 北海道 全国 北海道 全国

百万円 前 年 同
月比（％） 億円 前 年 同

月比（％）
倍
原数値 人 前 年 同

月比（％） 人 前 年 同
月比（％）

％
原数値

２５年度 ９４７，７８５ ２２．１ １４５，７１１ １７．７ ０．７４ ０．８７ ２８，４６４ １４．１ ７１０，１４６ ７．２ ４．５ ３．９
２６年度 ８７５，３７０ △７．６ １４５，２２２ △０．３ ０．８６ １．００ ２９，９１３ ５．１ ７３８，８１１ ４．０ ３．９ ３．５
２７年度 ７７０，８１１ △１１．９ １３９，６７８ △３．８ ０．９６ １．１１ ３１，１８１ ４．２ ７６９，３８７ ４．１ ３．５ ３．３
２８年度 ８７７，６５３ １３．９ １４５，３９５ ４．１ １．０４ １．２５ ３１，９６６ ２．５ ８１１，１９０ ５．４ ３．６ ３．０

２８年４～６月 ４００，５７６ １０．５ ４７，０３２ ４．０ ０．９５ １．１２ ３２，２４１ ２．１ ７８２，６８６ ６．２ ３．４ ３．３
７～９月 ２２０，１５６ ２．１ ４０，８０７ ６．８ １．０７ １．２２ ３２，６６９ ３．５ ８０５，３７３ ５．９ ３．９ ３．１
１０～１２月 ８０，２８２ △１７．０ ２８，００７ △４．５ １．０９ １．３２ ２９，２５３ １．６ ７７８，９７７ ４．７ ３．３ ２．９

２９年１～３月 １７６，６３７ ８４．０ ２９，５４９ ９．９ １．０５ １．３５ ３３，７０２ ２．９ ８７７，７２６ ５．０ ３．８ ２．９
４～６月 ４３９，２２２ ９．６ ４８，２５１ ２．６ １．０２ １．２４ ３２，３３７ ０．３ ８２６，１３７ ５．６ ３．４ ３．０

２８年 ８月 ６９，０９６ １２．７ １２，４７３ １２．０ １．０７ １．２２ ３１，４６０ ４．１ ７８８，８３３ ９．６ ３．９ ３．２
９月 ５４，０７１ △８．１ １４，７１６ １８．１ １．１０ １．２６ ３３，０９６ ８．０ ８３２，８６１ ９．１ ↓ ３．０
１０月 ４２，１８９ △９．３ １１，２７３ △１０．０ １．０９ １．２８ ３２，８６４ △２．６ ８４０，９５３ △０．３ ↑ ２．９
１１月 ２０，７５９ △３９．４ ８，２２０ △５．７ １．１０ １．３１ ２９，１６１ ５．７ ７７４，９４５ ７．９ ３．３ ３．０
１２月 １７，３３２ ８．８ ８，５１４ ５．３ １．０９ １．３６ ２５，７３４ ２．９ ７２１，０３２ ７．６ ↓ ２．９

２９年 １月 １０，９１６ ８７．３ ６，９９７ ７．１ １．０６ １．３６ ３２，０４２ ０．４ ８７９，３６８ ３．９ ↑ ３．０
２月 ２０，２４１ ２１０．０ ７，６９３ １０．４ １．０６ １．３７ ３４，２４２ ３．２ ８８９，９６５ ５．５ ３．８ ２．８
３月 １４５，４７９ ７４．０ １４，８５９ １０．９ １．０５ １．３４ ３４，８２２ ４．９ ８６３，８４４ ５．５ ↓ ２．８
４月 １４６，７１９ △３．５ ２０，６４６ １．７ １．００ １．２４ ３３，１９４ △３．１ ８２６，７０６ ３．３ ↑ r ２．９
５月 １５５，５６６ １３．８ １２，４２１ ８．５ １．０１ １．２２ ３１，７１９ ３．７ ８０３，６３６ ７．２ ３．４ ３．１
６月 １３６，９３７ ２２．５ １５，１８５ △０．６ １．０４ １．２６ ３２，０９７ ０．７ ８４８，０７０ ６．３ ↓ ２．８
７月 ９４，９４２ △２．１ １２，８８８ △５．４ １．０９ １．３１ ３２，３１７ △３．４ ８２０，３５２ ３．３ ２．８
８月 ７１，７４５ ３．８ １１，４９４ △７．９ １．１０ １．３５ ３２，０１７ １．８ ８４２，７６３ ６．８ ２．８

資料 北海道建設業信用保証�ほか２社 厚生労働省
北海道労働局

厚生労働省
北海道労働局 総務省

■年度および四半期
の数値は月平均値。

■年度及び四半期の数値は、月平均値。■年度の数値は四
半期の平均値。

年月

消費者物価指数（生鮮食品除く総合） 企業倒産件数
（負債総額１，０００万円以上） 円相場

（東京市場）
日経
平均
株価北海道 全国 北海道 全国

２７年＝１００ 前 年 同
月比（％）２７年＝１００

前 年 同
月比（％） 件 前 年 同

月比（％） 件 前 年 同
月比（％） 円／ドル 円

月（期）末
２５年度 ９７．５ １．２ ９７．２ ０．８ ３３３ △２２．９ １０，５３６ △１０．１ １００．２３ １４，８２８
２６年度 １００．４ ３．０ １００．０ ２．８ ２９１ △１２．６ ９，５４３ △９．４ １０９．９２ １９，２０７
２７年度 ９９．８ △０．５ １００．０ ０．０ ２６５ △８．９ ８，６８４ △９．０ １２０．１３ １６，７５９
２８年度 ９９．６ △０．２ ９９．７ △０．２ ２７９ ５．３ ８，３８１ △３．５ １０８．３７ １８，９０９

２８年４～６月 ９９．４ △０．８ ９９．８ △０．４ ６３ ３．３ ２，１２９ △７．３ １０８．１７ １５，５７６
７～９月 ９９．４ △０．９ ９９．６ △０．５ ７４ △３．９ ２，０８７ △０．２ １０２．４０ １６，４５０
１０～１２月 ９９．７ △０．４ ９９．８ △０．３ ６３ ６．８ ２，０８６ △３．１ １０９．３２ １９，１１４

２９年１～３月 ９９．８ １．０ ９９．６ ０．２ ７９ １６．２ ２，０７９ △３．０ １１３．６０ １８，９０９
４～６月 １００．４ １．０ １００．２ ０．４ ７４ １７．５ ２，１８８ ２．８ １１１．０６ ２０，０３３

２８年 ８月 ９９．３ △１．０ ９９．６ △０．５ ２２ △１５．４ ７２６ １４．９ １０１．２７ １６，８８７
９月 ９９．５ △０．７ ９９．６ △０．５ ２２ ０．０ ６４９ △３．６ １０２．０４ １６，４５０
１０月 ９９．６ △０．６ ９９．８ △０．４ ２２ ０．０ ６８３ △８．０ １０３．８２ １７，４２５
１１月 ９９．７ △０．５ ９９．８ △０．４ ２１ ４０．０ ６９３ △２．５ １０８．１８ １８，３０８
１２月 ９９．９ ０．１ ９９．８ △０．２ ２０ △９．１ ７１０ １．６ １１５．９５ １９，１１４

２９年 １月 ９９．７ ０．９ ９９．６ ０．１ １７ △１０．５ ６０５ △１０．４ １１４．７３ １９，０４１
２月 ９９．７ １．１ ９９．６ ０．２ ２６ １８．２ ６８８ △４．８ １１３．０６ １９，１１９
３月 ９９．９ １．１ ９９．８ ０．２ ３６ ３３．３ ７８６ ５．４ １１３．０１ １８，９０９
４月 １００．３ １．１ １００．１ ０．３ ２２ △４．３ ６８０ △２．２ １１０．０６ １９，１９７
５月 １００．４ １．１ １００．３ ０．４ ２９ ６１．１ ８０２ １９．５ １１２．２１ １９，６５１
６月 １００．６ １．１ １００．２ ０．４ ２３ ４．５ ７０６ △７．５ １１０．９１ ２０，０３３
７月 １００．４ １．１ １００．１ ０．５ ２３ △２３．３ ７１４ ０．３ １１２．４４ １９，９２５
８月 １００．６ １．３ １００．３ ０．７ １６ △３０．４ ６３９ △１２．０ １０９．９１ １９，５８３

資料 総務省 �東京商工リサーチ 日本銀行 日本経済新聞社

■年度及び四半期の数値は、月平均値。 ■円相場は対米ドル、インター
バンク中心相場の月中平均値。

主要経済指標（４）

― ３６ ―ほくよう調査レポート ２０１７年１１月号
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年月

通関実績
輸出 輸入

北海道 全国 北海道 全国

百万円 前年同月
比（％） 億円 前年同月

比（％） 百万円 前年同月
比（％） 億円 前年同月

比（％）
２５年度 ４７１，８５１ １７．５ ７０８，５６５ １０．８ １，９１４，９７９ １２．７ ８４６，１２９ １７．４
２６年度 ４６８，５１６ △０．７ ７４６，６７０ ５．４ １，３４９，５００ △２９．５ ８３７，９４８ △１．０
２７年度 ４７７，１７４ １．８ ７４１，１５１ △０．７ r１，１３２，８３４ △１６．１ r ７５２，２０４ △１０．２
２８年度 ３７５，８１３ △２１．２ ７１５，２５３ △３．５ r ９８３，２４０ △１３．２ r ６７５，２５３ △１０．２

２８年４～６月 ９３，７２７ △１８．２ １７０，０６８ △９．５ １９４，９４５ △３４．５ １５５，５６４ △１８．７
７～９月 ８７，２４１ △３５．８ １７０，１３８ △１０．２ ２０８，３８５ △３０．４ １６０，５７３ △１９．３
１０～１２月 ９０，４５３ △２８．９ １８５，０５６ △１．９ ２５５，５６３ △１１．６ １７２，４２０ △９．３

２９年１～３月 １０４，３９１ ４．９ １８９，９９１ ８．５ ３２４，３４６ ３１．５ １８６，６９６ ８．６
４～６月 ９１，２９５ △２．６ １８７，８９０ １０．５ ２８４，８９２ ４６．１ １８０，７６５ １６．２

２８年 ８月 ２６，２２５ △３８．１ ５３，１６４ △９．６ ７０，０７５ △３０．１ ５３，５１０ △１７．０
９月 ３２，２７３ △１９．０ ５９，６８９ △６．９ ７８，１７３ △１４．６ ５４，８２４ △１６．１
１０月 ２６，２８７ △４２．２ ５８，７０２ △１０．３ ６７，２８１ △２６．２ ５３，８９１ △１６．３
１１月 ２５，７３１ △３３．９ ５９，５６４ △０．４ ８７，２２８ △４．１ ５８，０９９ △８．７
１２月 ３８，４３５ △１０．２ ６６，７８９ ５．４ １０１，０５４ △５．６ ６０，４３０ △２．５

２９年 １月 ２６，４２６ △２０．９ ５４，２２０ １．３ r １１６，２８６ ３５．５ r ６５，１３９ ８．４
２月 ３３，８０４ ９．１ ６３，４７５ １１．３ r １１０，７９３ ４６．８ r ５５，３６４ １．２
３月 ４４，１６１ ２５．５ ７２，２９６ １２．０ r ９７，２６７ １４．１ r ６６，１９３ １５．９
４月 ３４，７８７ ２．１ r ６３，２９４ ７．５ r ９７，１９０ ４９．５ r ５８，５０３ １５．２
５月 ２６，６４３ △６．５ r ５８，５１２ １４．９ r １０５，９１０ ４９．６ r ６０，５７６ １７．９
６月 ２９，８６５ △４．２ ６６，０８４ ９．７ r ８１，８７０ ３８．４ r ６１，６７０ １５．５
７月 ３２，２５５ １２．２ ６４，９５２ １３．４ r ９２，０３７ ５３．０ p ６０，７３２ １６．３
８月 ３４，０５６ ２９．９ ６２，７８６ １８．１ p ９３，６３２ ３３．６ p ６１，６５９ １５．２

資料 財務省、函館税関

■「p」は速報値、「r」は修正値。

年月

預貸金（国内銀行）
預金 貸出

北海道 全国 北海道 全国

億円 前年同月
比（％） 億円 前年同月

比（％） 億円 前年同月
比（％） 億円 前年同月

比（％）
２５年度 １４５，７５３ １．２ ６，５０８，８６８ ３．３ ９５，００５ １．７ ４，３７３，６２２ ２．５
２６年度 １４９，３７７ ２．５ ６，７３７，４４８ ３．５ ９４，８２７ △０．２ ４，５１９，４３７ ３．３
２７年度 １５１，５４５ １．５ ７，０１５，１０９ ４．１ ９７，１５２ ２．５ ４，６４５，６０９ ２．８
２８年度 １５６，５９２ ３．３ ７，４５２，９４９ ６．２ ９９，８８７ ２．８ ４，７６７，６０１ ２．６

２８年４～６月 １５１，７７５ １．３ ７，１２４，０１２ ５．４ ９６，０３３ ２．１ ４，６０７，９９４ ２．４
７～９月 １５１，６８７ ２．７ ７，１４７，８１５ ６．０ ９７，１６３ ２．６ ４，６５９，２５１ ２．２
１０～１２月 １５３，７８０ ３．１ ７，３０２，３６８ ８．１ ９８，９０７ ２．６ ４，７３９，５７３ ２．７

２９年１～３月 １５６，５９２ ３．３ ７，４５２，９４９ ６．２ ９９，３８２ ２．３ ４，７８４，９４２ ３．０
４～６月 １５６，６１５ ３．２ ７，４７７，４８５ ５．０ ９８，９２８ ３．０ ４，７６９，９６１ ３．５

２８年 ８月 １５０，３５４ １．４ ７，０９９，７５０ ５．９ ９６，３６５ １．９ ４，６１３，２５０ ２．２
９月 １５１，６８７ ２．７ ７，１４７，８１５ ６．０ ９７，１６３ ２．６ ４，６５９，２５１ ２．２
１０月 １５０，８７２ ２．２ ７，１８２，１９１ ７．１ ９７，１３７ ２．２ ４，６４６，２９３ ２．４
１１月 １５２，０４１ ３．０ ７，２５２，３９４ ７．１ ９８，３５７ ２．９ ４，６８１，２３３ ２．６
１２月 １５３，７８０ ３．１ ７，３０２，３６８ ８．１ ９８，９０７ ２．６ ４，７３９，５７３ ２．７

２９年 １月 １５１，７７９ ２．５ ７，３２３，４１６ ８．６ ９８，７６５ ２．５ ４，７２９，３６８ ２．８
２月 １５２，７８０ ３．５ ７，３２４，５７０ ７．０ ９９，０３２ ３．０ ４，７３５，２０６ ３．２
３月 １５６，５９２ ３．３ ７，４５２，９４９ ６．２ ９９，３８２ ２．３ ４，７８４，９４２ ３．０
４月 １５６，３９３ ３．４ ７，５１８，４９１ ５．６ ９８，６９６ ２．５ ４，７５７，２８７ ３．３
５月 １５７，２６９ ３．５ ７，５２５，７８５ ５．６ ９８，６７６ ２．５ ４，７５４，７０７ ３．３
６月 １５６，６１５ ３．２ ７，４７７，４８５ ５．０ ９８，９２８ ３．０ ４，７６９，９６１ ３．５
７月 １５５，３６８ ３．８ ７，５２５，０４３ ６．２ ９９，６１８ ３．２ ４，７７０，６７０ ３．４
８月 １５７，８７３ ５．０ ７，５２８，９３８ ６．０ ９９，８８７ ３．７ ４，７６７，６０１ ３．３

資料 日本銀行

主要経済指標（５）主要経済指標（５）

― ３７ ― ほくよう調査レポート ２０１７年１１月号
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●道内経済の動き

●道内企業の経営動向調査
（平成２９年７～９月期実績、平成２９年１０～１２月期見通し）

●トップに聞く⑥ 株式会社コンテック
代表取締役 会長 窪田 昭治 氏
取締役 社長 太田 徳雄 氏

●仕事に役立つファシリテーション入門
～１人ひとりの力を伸ばして、組織の成果に
つなげるには～

●経済コラム 北斗星
新たなステージへの展開を見せる
「北極海航路」
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